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シ
ニ
ア
世
代
も
多
く
が
持
つ
よ
う
に
な
り
、
す
っ
か

り
定
着
し
た
ス
マ
ホ
。
読
者
に
は「
体
が
衰
え
た
こ
と
で
、

ス
マ
ホ
に
頼
り
っ
ぱ
な
し
」
な
ん
て
い
う
方
も
い
ま
す
。

老
後
を
よ
り
楽
し
く
、
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
ス
マ
ホ
、
学
び
の
場
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
何
で
も
で
き
て
し
ま
う
が

ゆ
え
、
ス
マ
ホ
の
操
作
方
法

に
は
戸
惑
う
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。
そ
ん
な
ス
マ
ホ
の
操

作
を
支
援
す
る
こ
と
に
は
、

国
も
行
政
も
積
極
的
！

　
そ
の
狙
い
は
、
誰
も
が
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ

ス
で
き
、
デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
と
言
う
の
も
、
ス
マ

ホ
を
は
じ
め
と
し
た
モ
バ
イ

ル
端
末
は
、
市
民
と
行
政
を

つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
益
々

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

に
な
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
仙
台
市
で
は

粗
大
ゴ
ミ
の
申
し
込
み
が
ス

マ
ホ
で
出
来
る
な
ど
の
オ
ン

ラ
イ
ン
手
続
き
の
普
及
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
防
犯
情
報
や
お

知
ら
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
仙
台

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ

ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
て
、
市

民
が
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
窓
口
Ｄ
Ｘ（
※
書
か
な
い
、

待
た
な
い
、
回
ら
な
い
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
）
や
窓
口

同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
こ

か
ら
で
も
提
供
す
る
こ
と
、

プ
ッ
シ
ュ
型
の
サ
ー
ビ
ス

（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

情
報
が
自
動
的
に
届
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
）
を
提
供
す
る

こ
と
な
ど
に
も
取
り
組
み
、

〝
フ
ル
デ
ジ
タ
ル
の
市
役
所
〟

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
仙
台
市
ま
ち
の
デ
ジ
タ
ル

推
進
課
の
須
藤
幸
輝
主
事
は

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ

と
は
、
生
活
を
便
利
に
豊
か

に
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
慣
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル

に
触
れ
る
の
は
心
配
や
不
安

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

仙
台
市
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

操
作
支
援
事
業
を
ご
活
用
い

た
だ
き
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
り

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

家族や友人、孫とのＬＩＮＥ。

サークルの連絡がスムーズに。

孫の動画が届く。何時でも、

何処でも誰とでもコミュニケ。

家族や友人の安否確認にも。

カメラ・ビデオ・目覚ましが

これ１台に。待ち合わせや旅

行時の交通案内（カーナビ）。

動画を楽しむ（種類も豊富）。

待ち時間に、音楽が楽しめる。

家に居ながら、ネットで安く

お買物。ポイントが付く。財

布の代わりに。電話もＬＩＮ

Ｅなら無料。メルカリで不要

品を処分し、好きな物を購入。

楽天の試合途中経過がリアル

タイムでわかる。災害＆防災

情報が得られる。自分の居場

所をGPSで伝えられる。不審者

情報、特殊詐欺の情報が届く。

ユーチューブを見てラジオ体

操。内蔵の万歩計で歩数確認。

美容室の予約、宅配の再配達、

なんでも出来て時間を節約。

新幹線の切符購入、切符代わり。

交流・孤独解消・安否衰え対策・記録・辞書

カメラ・道案内・音楽鑑賞 買い物も便利＆節約 情報取得・防犯・防災

健康・万歩計・予約

ス
マ
ホ

ス
マ
ホ

頼
っ
ぺ
し

頼
っ
ぺ
し

ス
マ
ホ

ス
マ
ホ

頼頼
っ
ぺ
し

っ
ぺ
し

文字が拡大できる。アラーム

が予定を教えてくれる。メモ帳

やスケジュール管理もできる。

過去の記録が残る、日記になる。

花の名が、撮るだけで分かる。

アンドロイドの場合、アンドロイドの場合、

ディスプレイの設定画ディスプレイの設定画

面から［フォントサイ面から［フォントサイ

ズ］をタップ。画面下ズ］をタップ。画面下

部にあるスライダーを部にあるスライダーを

タップして変更可能。タップして変更可能。

パチリ ♪
♪
♫

シ
ニ
ア

シ
ニ
ア
のの
助
っ
人

助
っ
人
でで
御
座
る

御
座
る



令和 6年 11 月号 （2）

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
の
相
談
窓
口

　
せ
っ
か
く
手
に
入
れ
た
ス

マ
ホ
、
宝
の
持
ち
腐
れ
に
は

し
た
く
な
い
で
す
ね
。

　
そ
こ
で
ご
紹
介
す
る
の

が
、
仙
台
市
が
取
り
組
む
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
支
援
事

業
。
区
役
所
等
で
実
施
し
て

い
る『
杜
の
都
ス
マ
ホ
相
談

室
』
は
、
初
歩
的
な
質
問
か

ら
高
度
な
質
問
、
予
想
外
の

質
問
ま
で
何
で
も
相
談
で
き

る
点
が
魅
力
。
と
い
う
の
も
、

「
ス
マ
ホ
教
室
に
行
っ
た
け

れ
ど
、
自
分
が
知
り
た
か
っ

た
こ
と
は
別
の
こ
と
だ
っ

た
」
な
ん
て
こ
と
が
、
結
構

あ
る
か
ら
で
す
。

仙
台
市
が
取
組
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
支
援
事
業

足
を
運
ぶ
か
、
講
師
に
来
て
も
ら
う
か

　
９
月
中
旬
、
ラ
ラ
ガ
ー
デ

ン
長
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る

同
相
談
室
を
訪
ね
て
い
た
の

は
、
72
歳
の
女
性
。
既
に
何

度
か
利
用
し
て
い
る
方
で
、

今
回
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
宅
急
便

の
再
配
達
と
い
っ
た
高
度
な

利
用
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　「
先
生（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
が

分
か
り
や
す
い
言
葉
に
置
き

換
え
て
教
え
て
く
れ
る
の

で
、
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
は
孫
と
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
よ
く
使
っ
て
い
ま
す

け
ど
、
娘
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
も
見
た
い
。
ス
マ
ホ
を
覚

え
る
に
は
、
必
要
に
迫
ら
れ

る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ス
マ
ホ
歴
３
カ
月
と
い
う

63
歳
の
男
性
は
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
質

問
。「
だ
い
た
い
の
こ
と
は

解
決
で
き
ま
し
た
！
」
と
笑

顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
の
相
談
所
の
利
用

者
は
年
齢
制
限
こ
そ
な
い
も

の
の
、
や
は
り
60
〜
80
代
が

多
い
と
か
。「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

ス
タ
ン
プ
を
使
い
た
い
」
と

い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る

質
問
が
多
く
、「
写
真
の
整

理
が
し
た
い
」「
電
話
帳
の

登
録
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
」「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

キ
ー
ボ
ー
ド
が
出
せ
な
い
」

と
い
っ
た
質
問
な
ど
も
。
予

約
制
で
す
が
、
空
い
て
い
る

時
は
飛
び
込
み
で
の
相
談
も

ウ
エ
ル
カ
ム
だ
そ
う
で
す
。

地
域
の
教
室
へ
講
師
派
遣

　
同
じ
頃
、
一
定
の
参
加
人

数
と
会
場
が
あ
れ
ば
講
師
を

派
遣
し
て
く
れ
る
、
仙
台
市

の『
ス
マ
ホ
教
室
講
師
派
遣

サ
ー
ビ
ス
』
を
活
用
し
た
ス

マ
ホ
教
室（
全
２
回
）が
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
ス
マ
ホ
を
ど
こ
で
買
っ

た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
、
使
い
方
も
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
相
談
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
桜
ヶ
丘
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主

催
。
会
場
と
な
っ
た
み
や
ぎ

生
協
桜
ヶ
丘
店
に
は
、
18
人

の
方
々
が
参
加
。
貸
し
出
さ

れ
た
デ
モ
機
を
使
っ
て
マ
ッ

プ
、
カ
メ
ラ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
し

た
。「
マ
ッ
プ
を
覚
え
た
か
っ

た
の
で
良
か
っ
た
」（
79
歳

の
女
性
）、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
苦

手
で
妻
と
だ
け
。
勉
強
に

な
っ
た
」（
83
歳
の
男
性
）な

ど
と
、
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情

で
学
ん
で
い
ま
し
た
。

スマホを持っているけど、活かせていない
　　　　※●…男性　●…女性、数字は年齢　アンケート実施日　2023 年 5 月　

操作を覚えられない、聞いても分からない、恐い
●  各種の機能を利用できていない。84 
●  難しい、分からない。教えて頂きたい。82
●  そばに聞く人がいない。80　●  用事が少ない。84
●  知らないでいると、充電切れになっている。78　　
●  できない方が悪用されずに済むし、料金も安い。79　
●  スマホ決済、まだ不安でできない。クレカ止まり。72
●  まだまだ手軽に操作できず、できる範囲で楽しく利用。72　
●  年配者へのきめ細かい活用法を学べたら、世界は広がると思う。82
●  アプリの設定、ログイン他、一人ではできないので避けている。71
●  スマホ用語がよく知らない。予約ができない。個人情報がもれやすい。79　
●  機能を使い切れていない。電話、メール、情報（ニュース）が主である。80　
●  聞いても分からない。分からない所を押して、高額な請求が来るのではと不安。74　

スマホを持ったら、かえって悪いことも…
●  手紙、賀状がこなくなった。86
● 持ち忘れに注意が必要に。94　　● 情報がもれそうで恐い。67
● 詐欺と思えるメールが度々入り、無視するも不安。どうして入るのか？ 74
● 言葉（カタカナ文字）の理解が容易でない。78　　● 携帯で十分だった。67　　
● ともすると、憂さ晴らしから中毒に陥った。82　　● 料金が高い。もう少し安く…。76

スマホを持たない人の理由
必要性を感じていない
● 使い方を覚えるのが面倒くさい。ガラケイで十分。69　
● スマホもケイタイも無いけど、毎日が楽しく幸せです。90　
● 不自由しない、経済的負担がかかる。93　● まだ必要では無い。84　
● ガラケイが故障しない。十分間に合っている。69　
● 必要性を感じない（電話とメールで十分）。70　　● 携帯で十分。78

使いこなせる自信がない
● 使い方を修得する自信がない。82　● 年齢的に無理？ 94　● 思考がついていかない。85
● アプリを使いこなせない。電話とメールだけでよい。料金が高い。ネットはＰＣで充分。71
● 子どもから「使い切れない」と反対された。89　● 機械にはとても弱く、使いこなせない。75
● 使い方が分からず、買い換えの時もガラケーにした。78　● 使い方が難しい。63　　　

その他
● 昔のこだわり。スマホ依存症になるのが抵抗あり。74　　● 妻に依存。74
● 爺だけが持って、私には…。86　　　● 店頭で余計なセールスされそうで…。72
●スマホを疑っている。カメラもうさん臭い。写真はカメラ、検索はパソコンで良い。85

『杜の都スマホ相談室』『杜の都スマホ相談室』
区役所等に相談窓口を設置して、スマホ操作の区役所等に相談窓口を設置して、スマホ操作の
お悩み相談に幅広く対応。料金無料。お悩み相談に幅広く対応。料金無料。
所要時間は、各回45分程度。1組2名まで利用可所要時間は、各回45分程度。1組2名まで利用可
能。事前予約制。設置期間は2025年3月31日まで。能。事前予約制。設置期間は2025年3月31日まで。
予約窓口／予約窓口／（株）BWORKS（株）BWORKSリゾルゼリゾルゼ ☎011（211）6128 ☎011（211）6128

『スマホ教室講師派遣サービス』『スマホ教室講師派遣サービス』
スマホ教室の開催を希望する老人会や町内会等スマホ教室の開催を希望する老人会や町内会等
に対して、ソフトバンク（株）の「スマホアドバに対して、ソフトバンク（株）の「スマホアドバ
イザー」を講師として無料で派遣するサービス。イザー」を講師として無料で派遣するサービス。
提供期間は2025年3月31日まで。提供期間は2025年3月31日まで。
問／問／仙台市まちのデジタル推進課仙台市まちのデジタル推進課　　☎022（214）8636☎022（214）8636

　　　会 　場　  
月　青葉区役所
火　宮城野区役所
水　若林区役所
木　ララガーデン長町
金　泉区役所

　　　 講 座 内 容  
1.「はじめてのスマホ体験」
2.「スマホの基本とLINE」
3.「スマホの基本と防災」
※上記以外の内容については応相談

　利用時間　 
①　10：00 〜
②　11：00 〜
③　13：00 〜
④　14：00 〜
⑤　15：00 〜
⑥　16：00 〜

派遣先　仙台市内
（市民センター、
会議室、集会所等）

定　員　3 〜 20人
　　　　（応相談）

問
題
は
、

問
題
は
、
使
い
こ
な
せ
る
か

使
い
こ
な
せ
る
か

 Ａ：区役所等に足を運ぶ

 Ｂ：講師に来てもらう

ララガーデン長町で開催されている相談室ララガーデン長町で開催されている相談室

みやぎ生協桜ヶ丘店で開催されたスマホ教室みやぎ生協桜ヶ丘店で開催されたスマホ教室

ガラケイガラケイ
で充分で充分

読者アンケート
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元
気
力
ア
ッ
プ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
11
月
24
日（
日
）10
時
〜
15
時

　
会  
場
　

太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー

　
入
場
無
料

◎
事
前
申
込
が
不
要

・
健
康
相
談  

教
え
て
ド
ク
タ
ー

・
歯
と
口
の
健
康
相
談

・
薬
と
健
康
の
相
談
会
と
測
定

・
フ
レ
イ
ル
予
防
　
栄
養
相
談

・
身
体
の
痛
み
と
健
康
相
談

・
ス
マ
ホ
な
ん
で
も
相
談
　
他

◎
事
前
申
込（
先
着
順
）が
必
要

・
講
演
①
　
10
時
〜
11
時
30
分

　
人
生
１
０
０
年
時
代
、

　
今
日
か
ら
始
め
る
新
し
い
こ
と

　
講
師
…
若
宮
正
子
氏

・
講
演
②
　
13
時
30
分
〜
15
時

　
音
楽
と
運
動（
ダ
ン
ス
）で
、

　
　
　
Ｌ
Ｅ
Ｔ
’Ｓ 

脳
ト
レ
♪

　
講
師
…
宮
崎
敦
子
氏

※
こ
の
他
に
も
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

入
門
講
座
、
ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
そ

う
！
基
本
と
防
災
講
座
、
フ
レ
イ
ル

予
防
講
座
等
、
催
事
が
盛
り
沢
山
！

　     

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
い
き
が
い
推
進
課
　
交
流
啓
発
係

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
１
７
０

シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
井
戸
端
会
議

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
呪
い
」

を
乗
り
越
え
ろ
！

　
11
月
12
日（
火
）15
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
会 

場
　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
　
７
０
０
円（
一
般
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
？
　
安
全
は
ど
う

確
保
さ
れ
て
い
る
の
？
　
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
導
入
の
き
っ
か
け
を

作
っ
た
、
第
一
人
者
の
講
話
。

☎
０
９
０（
７
０
１
１
）０
４
０
１（
小
澤
） 

老
後
の
医
療
費
に
つ
い
て

入
院
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
？

　
11
月
13
日（
水
）10
時
30
分
〜
12
時  

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　
３
０
０
円

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

日
本
笑
い
学
会
　
東
北
支
部

第
28
回
支
部
大
会

　
11
月
23
日（
祝
）13
時
〜
15
時

　
会 

場
　
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

　
入
場
料
　

５
０
０
円（
会
員
３
０
０
円
）

　
先
着
１
８
０
人（
予
約
不
要
）

※
漫
談
、
布
あ
そ
び
、
忘
・
新
年
会
の

宴
会
芸
、
健
康
長
寿
は
笑
う
が
一
番

☎
０
２
２（
３
８
６
）３
５
１
７（
事
務
局
）

シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
11
月
２
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

　
会
場
　
東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

※
入
場
無
料
。
シ
ニ
ア
世
代
の
ス
テ
キ

な
衣
装
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
注
目
！

　

 

う
き
う
き
ラ
イ
フ
事
務
局

☎
０
９
０（
２
９
５
９
）７
２
８
４

み
や
ぎ
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

第
25
回
発
表
会

　
11
月
６
日（
水
）12
時
30
分
〜

　
会 

場
　

楽
楽
楽
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料
、
特
別
ゲ
ス
ト
は
　

H
arm

onica D
uo Bom

 x Boa

☎
０
９
０（
９
４
２
３
）８
３
５
３（
折
原
） 

今
す
ぐ
や
ろ
う
、
感
染
予
防

免
疫
力
Ｕ
Ｐ
の
食
事

　
11
月
８
日（
金
）10
時
30
分
〜
12
時  

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　
３
０
０
円

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
11
月
９
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　
１
３
０
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

家
族
に
伝
え
た
い

自
分
史
を
書
こ
う

同 

13
時
30
分
〜
15
時（
会
場
・
講
師
・
参
加
費
は
同
じ
）

　
　 

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
愛
読
者
の
集
い

芸
術
の
秋
・
シ
ル
バ
ー
川
柳
傑
作
選

　
10
月
29
日（
火
）14
時
30
分
〜
16
時

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　

５
０
０
円（
コ
ー
ヒ
ー
付
）

　
定 

員
　

30
人
程
度

※
爆
笑
必
至
！
　
選
り
す
ぐ
り
の
シ

ル
バ
ー
川
柳
を
ち
ば
編
集
長
が
、
モ

ニ
タ
ー
を
使
っ
て
楽
し
く
ご
紹
介
。

入
選
の
裏
技
、
作
句
の
コ
ツ
、
い
ろ

い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
ご
紹
介
。

　
　   

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

県
対
が
ん
協
会   

健
康
ま
つ
り

　
11
月
２
日（
土
）10
時
〜
14
時

　
会  

場
　

宮
城
県
対
が
ん
協
会

　
　
　
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料
。
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た『
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー
』に
て
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
。
健
康
コ
ー
ナ
ー
（
血
管
年
齢

測
定
・
他
）、
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
ど

ん
ど
ん
焼
き
・
他
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

集
合
）、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
）、縁
日
コ
ー
ナ
ー
、他
。

 

　   

宮
城
県
対
が
ん
協
会

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
６
３
７

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
茶
話
会
　

　
11
月
24
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会 

場
　
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
サ
イ
ト（
モ
ン
ト
レ
裏
）

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

　

 

太
陽
の
会
・
仙
台

☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０

 

ス
マ
ホ
教
室
　 

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
使
い
方

　
11
月
30
日（
土
）10
時
30
分
〜
12
時  

　
会 

場
　
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
一
番
町
サ
ロ
ン

　
参
加
費
　
５
０
０
円（
要
予
約
）

　
　   
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
６
５
０

  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
情
報         

仙
台
西
部
の
古
道

仙
台
西
部
の
古
道
、、
散
策
路
歩
き

散
策
路
歩
き

毎
月
、
平
日
、
土
日
も
含
め
て
５
回
程

度
実
施
。
参
加
希
望
の
方
は
開
催
日
を

問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
を
。

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物
等

は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。

　
場
所
…
仙
台
市
西
部
の
里
山

　

 

東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

第
一
木
曜
ウ
オ
ー
ク  

８
㎞  

 

11
月
７
日（
木
）    

集
合 

９
時
30
分
　

　 

集
合
場
所
　
歩
楽
人
仙
台
駅
東
口
店

　 

参
加
費
　
２
０
０
円  

　

 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

銀
杏
並
木
散
策
ウ
オ
ー
ク  

９
㎞  

 

11
月
14
日（
木
）     

集
合 

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
　
榴
岡
公
園
噴
水
広
場

　 

参
加
費
　
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

　

 

杜
の
都
せ
ん
だ
い
歩
こ
う
会

☎
０
９
０（
６
６
２
６
）７
１
８
８

里
山
ウ
オ
ー
ク
　
　 

10
㎞  

 

11
月
14
日（
木
）     

集
合 

９
時
40
分

　 

集
合
場
所
　
県
民
の
森
・
中
央
記
念
館
前

　 

参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
込
）

    

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

県
民
の
森
・
紅
葉
狩
り
ウ
オ
ー
ク 

10
㎞  

 

11
月
16
日（
土
）     

集
合 

９
時
40
分

　 

集
合
場
所
　
グ
ラ
ン
デ
ィ
21
第
１
駐
車
場

　 

参
加
費
　
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

    

十
符
の
里
歩
こ
う
会

☎
０
８
０（
１
８
４
４
）８
２
５
１

木
曜
ウ
オ
ー
ク（
青
葉
城
址
コ
ー
ス
） 

12
㎞  

11
月
21
日（
木
）    

集
合  

９
時
30
分

　 
集
合
場
所
　
歩
楽
人
仙
台
駅
東
口
店

　 
参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
等
）  

  

　
　

歩
楽
人
　
仙
台
駅
東
口
店

☎
０
２
２（
２
９
６
）４
１
９
２

木
曜
ウ
オ
ー
ク（
水
の
森
公
園
・
賀
茂
神
社
コ
ー
ス
） 

11
㎞  

11
月
28
日（
木
）    
集
合  

９
時
30
分

　 

集
合
場
所
　
歩
楽
人
泉
中
央
店

　 

参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
等
）  

  

　
　

歩
楽
人
　
泉
中
央
店

☎
０
２
２（
７
７
３
）１
１
９
２

  

介
護
講
座
　
　
　         

▼
認
知
症
を
理
解
す
る

『
認
知
症
の
医
学
知
識
』

～
認
知
症
を
正
し
く
知
る
～

『
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
と
本

人
・
家
族
の
支
援
』

　
11
月
５
日（
火
）10
時
〜
14
時
30
分

費
用  

１
２
１
円
（
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
標
準
テ
キ
ス
ト
代
）

対
象
…
市
民
（
仙
台
市
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
）

会
場
…
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
臨
時
事
務
所
（
※
二
日
町
14
ー
４
）

  

　   

仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

☎
０
２
２（
２
１
５
）３
７
１
１

傾
聴
サ
ロ
ン  

参
加
無
料（
要
予
約
）                  

　
11
月
２
日（
土
）10
時
〜
15
時

　
会  

場
　

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

    

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

仙
台
傾
聴
の
会

☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

詩
吟
を
楽
し
む
会

初
心
者
女
性
歓
迎　

見
学
無
料

　
会 

場
　

吉
成
市
民
セ
ン
タ
ー

　
毎
月
火
曜
14
時
〜（
月
３
回
程
度
）

※
漢
詩
、
和
歌
、
短
歌
、
川
柳
、
俳

句
等
を
詩
吟
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

と
て
も
美
容
と
健
康
に
良
い
で
す
よ
。

要
予
約
。
講
師 

渡
辺
祥
月
先
生(

聖
月
流
師
範)

☎
０
９
０（
５
３
５
３
）５
０
３
５（
鶴
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

カ
ナ
ダ
の
ジ
ミ
ー
狩
野
さ
ん
と
リ
モ
ー
ト
で
会
話

夫
婦
の
会
話
も
、
川
柳
み
た
い
で
す
。

愛読者
の集い

　
６
回
目
の『
愛
読
者
の
集

い
』
は
、
カ
ナ
ダ
の
ジ
ミ
ー

狩
野
さ
ん（
84
）と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

を
使
っ
て
生
の
対
談
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
ジ
ミ
ー
さ
ん
は
宮
城
県
出

身
。「
ア
ラ
ス
カ
物
語
」「
密

航
船
安
西
丸
」に
感
化
さ
れ
、

海
外
移
住
を
夢
見
る
よ
う
に

な
り
、
奥
様
と
一
緒
に
理
容

師
と
し
て
カ
ナ
ダ
へ
。

　
才
能
豊
か
な
方
で
、
当
地

で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク『
地
球
の

歩
き
方
　
カ
ナ
ダ
』
の
原
稿

を
執
筆
し
た
り
、
作
家
の
開

高
健
氏
が
幻
の
大
魚
を
狙
っ

て
カ
ナ
ダ
に
来
た
時
に
は
釣

り
の
ガ
イ
ド
に
。
な
ん
と
、

日
本
語
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
ま
で
、
長
年
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
日
系
人
向

け
の
高
齢
者
施
設
に
入
居
さ

れ
、
小
紙
に
は
４
年
前
か
ら

川
柳
と
エ
ッ
セ
イ
を
投
稿
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
シ
ニ
ア
ネ
ッ

ト
仙
台
で
行
っ
た
対
談
時
の

お
話
し
と
、
打
ち
合
わ
せ
時

の
お
話
し
、
メ
ー
ル
で
い
た

だ
い
た
最
近
の
コ
メ
ン
ト
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
か
ら
ジ
ミ
ー
さ
ん
の
お
話
し

　

夫
婦
の
会
話
は
ま
る
で
川

柳
で
す
。
私
が
大
げ
さ
に「
幸

せ
だ
な
〜
。
お
ま
え
は
ど

う
？
」
っ
て
ワ
イ
フ
に
言
っ

た
ら
、「
あ
ん
た
が
い
な
け

り
ゃ
、
幸
せ
よ
！
」。

　

私
は
、
耳
に
は
め
て
い
た

補
聴
器
を
取
っ
て
、「
あ
ん

た
の
言
う
こ
と
、
聞
こ
え
ま

せ
ん
」
っ
て
返
し
ま
し
た
。

（
会
場
、
大
笑
い
）

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿

を
始
め
た
の
は
、
千
葉
編
集

長
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
川

柳
は
夫
婦
で
以
前
か
ら
楽
し

ん
で
い
て
、
も
う
２
千
句
ほ

ど
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

住
ん
で
い
る
モ
ミ
ジ
レ
ジ

デ
ン
ス
は
良
い
と
こ
ろ
で
、

サ
ポ
ー
タ
ー
が
入
居
者
と

同
じ
１
０
０
人
く
ら
い
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
医
療
ス

タ
ッ
フ
も
多
く
、
買
い
物
、

部
屋
の
掃
除
も
無
料
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
に
は
宮
城
県
人
会

ジミーさんの話を楽しむ参加者の皆さん。ジミーさんの話を楽しむ参加者の皆さん。
仙台在住のご親戚の方もいらしてくださいました。仙台在住のご親戚の方もいらしてくださいました。

モニターに映るジミーさんモニターに映るジミーさん

が
あ
り
ま
す
。
同
じ
県
の
出

身
者
が
集
ま
っ
て
、
同
じ
言

葉
で
話
す
の
は
楽
し
い
よ
う

で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
時

に
は
、
東
北
の
県
人
会
が
集

ま
っ
て
募
金
を
集
め
る
な
ど

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

打
ち
合
わ
せ
時
の
お
話
し

　

日
本
に
は「
出
る
杭く

い

は
打

た
れ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
ね
。
カ
ナ
ダ
に
は
な

い
。
逆
に
、「
人
の
前
で
目

立
ち
な
さ
い
。
人
の
で
き
な

い
事
を
や
り
な
さ
い
」
と
子

ど
も
の
頃
か
ら
教
え
ま
す
。

　

私
も
カ
ナ
ダ
に
来
た
時
は

何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
け

ど
、
釣
り
を
一
生
懸
命
や
っ

て
釣
り
の
大
家
に
な
っ
て
有

名
に
な
れ
ま
し
た
。
日
本
は

右
な
ら
え
で
し
ょ
う
、
こ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
は
カ
ナ
ダ
を

見
習
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

10
月
５
日
の
メ
ー
ル
よ
り

　

な
ん
と
、
日
本
政
府
と
カ

ナ
ダ
政
府
の
要
人
た
ち
が
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
見

に
来
る
そ
う
で
す
。
ワ
イ
フ

が
未
だ
現
役
で
ス
テ
ー
ジ
で

演
歌
を
歌
い
、
私
は
川
柳
や

文
章
な
ど
を
書
き
な
が
ら
夫

婦
共
々
元
気
に
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
夫
婦
の
川
柳

や
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲

載
し
て
い
た
だ
い
た
記
事
を

披
露
す
る
つ
も
り
で
す
。
過

日
送
っ
て
い
た
だ
い
た
シ
ル

バ
ー
ネ
ッ
ト
も
、
お
見
せ
す

る
つ
も
り
で
す
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
お
元
気

な
ジ
ミ
ー
さ
ん
で
し
た
。
小

紙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
ジ

ミ
ー
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
を
多

数
ア
ッ
プ
。
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

受
講
生
募
集

頭
の
健
康
教
室

（
認
知
症
予
防
の
た
め
、
読
み
書
き
、

計
算
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
）

　
10
月
〜
２
月
の
毎
週
金
曜
日

　（
月
４
〜
５
回
、
全
21
回
）

　
９
時
40
分
〜
11
時
25
の
う
ち
30
分

会
場
　
郡
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

費
用
　

月
２
０
０
０
円

対
象
　
60
歳
以
上
の
仙
台
市
民
（
定
員
25
人
）

申
込
　

随
時

　    

郡
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
３
０
８
）５
３
３
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

瑞
鳳
殿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

伊
達
政
宗
公
の
霊
屋
で
あ
る
瑞
鳳
殿
の

ガ
イ
ド
を
募
集
。
四
季
折
々
の
美
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
当
番
制
で
な
く
自
由

に
ガ
イ
ド
が
で
き
、
養
成
講
座
も
あ
り
。

外
国
語（
英
語
・
中
国
語
）ガ
イ
ド
歓
迎

［
ガ
イ
ド
説
明
会
］

　
11
月
12
日（
火
） 

10
時
〜 

　
場
　
所
　
瑞
鳳
殿

　
申
込
締
切
　
11
月
８
日（
金
）

※
住
所
、
氏
名(

フ
リ
ガ
ナ)

、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、は
が
き
で
申
込
。

〒
９
８
０ 

ー 

０
８
１
４

仙
台
市
青
葉
区
霊
屋
下
23
ー
２

（
公
財
）瑞
鳳
殿
事
務
局
内「
瑞
鳳
殿
ガ
イ
ド
の
会
」

☎
０
９
０（
７
５
６
８
）１
０
０
８（
日
下
）

仲
間
・
参
加
者
を
募
集

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

カ
ラ
オ
ケ  

い
ち
え
の
会

　
第
１
・
３
火
曜 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
会 

場  

カ
ラ
オ
ケ
館 

一
番
町
本
店

　
参
加
費
　
５
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）

　
参
加
者
募
集
中（
要
申
込
み
）

 

　
　 

い
ち
え
の
会
・
関
本
副
会
長

☎
０
９
０（
２
０
２
９
）３
２
６
９

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中



令和 6年 11 月号 （4）

黄
粉
に
再
会坂

部
宏
子
84
　
名
取
市

　
何
気
な
く
百
円
シ
ョ
ッ
プ
に

行
っ
た
ら
、
黄
粉
が
目
に
入
っ

た
。
わ
が
故
郷
十
勝
の
雑
穀
の

代
表
大
豆
の
炒
り
粉
だ
。
名
称

は『
北
海
道
き
な
粉
』（
北
海
道

大
豆
１
０
０
％
使
用
）と
あ
る
。

　
あ
る
夜
、
急
に
空
腹
を
覚
え

黄
粉
を
思
い
つ
い
た
が
、
施
設

暮
ら
し
の
私
に
は
ご
飯
も
団
子

も
手
元
に
は
な
い
。
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
麺
半
分
を
茹

で
て
、
そ
れ
に
甘
い
黄
粉
を
か

け
て
食
べ
て
み
た
。
ち
ゃ
ん
と

美
味
し
か
っ
た
。
昔
か
ら
大
豆

は
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ

ミ
ン
が
豊
富
で
、
畑
の
お
肉
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
翌
日
は
コ
ー
ヒ
ー
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
、
味
噌
汁
に
混
ぜ
て
み
た
。

ど
れ
も
馴
染
ん
だ
。
検
索
す
る

と
、
一
日
に
大
さ
じ
軽
く
山
一

杯
が
適
量
と
。
一
袋
に
１
３
０

㌘
も
入
っ
て
い
る
の
で
、、
半
月

も
使
え
て
百
円
と
は
、
な
ん
と

安
上
が
り
な
こ
と
か
。
私
の
サ

プ
リ
に
な
る
こ
と
必
至
。
い
い

も
の
に
再
会
し
た
幸
運
に
感
謝
。

今
日
も『
か
き
く
け
こ
人
生
』を

長
谷
川
登
美
76
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
何
か
で
読
ん
だ
、
老
化
を
防

ぐ『
か
・
き
・
く
・
け
・
こ
・
人

生
』。「
か
」は
感
動
。「
き
」は
興

味
。「
く
」は
工
夫
、「
け
」は
心

身
の
健
康
。「
こ
」は
恋
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
早
速
、
実
践

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　「
か
」の
感
動
は
、
見
た
も
の

聞
い
た
こ
と
な
ど
何
に
で
も
感

動
す
る
私
に
努
力
は
必
要
な
さ

そ
う
で
す
。「
き
」の
興
味
だ
っ

て
、
後
期
高
齢
に
な
っ
た
今
で

も
何
に
で
も
湧
き
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
調
べ
れ
ば
、
何
で

も
教
え
て
く
れ
ま
す
。「
く
」の

工
夫
は
、
只
今
、
電
気
圧
力
鍋

に
挑
戦
中
。
ご
飯
を
炊
い
た

ら
、
そ
れ
ま
で
の
何
倍
も
美
味

し
い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
茹

で
卵
が
１
分
で
出
来
る
の
も
感

動
。
作
っ
た
こ
と
の
な
い
料
理

も
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
ま
し
ょ

う
。
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、「
け
」

の
健
康
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
の「
こ
」だ
け
は
、
難
し

い
。
で
す
が「
私
、
あ
な
た
に
恋

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」と
夫

に
宣
言
。
怪
訝
そ
う
な
顔
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
ま
ん
ざ
ら

で
も
な
さ
そ
う
。
こ
れ
で
、
老

化
防
止
間
違
い
な
し
。
楽
し
ん

で
毎
日
を
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
か
。

神
社
の
お
祭
り 

白
鳥
三
代
子
70
　
若
林
区
遠
見
塚

　
地
元
の
神
社
で
恒
例
の
秋
祭

り
が
あ
っ
た
。
午
前
９
時
過
ぎ

か
ら
子
供
達
が
リ
ヤ
カ
ー
に
乗

せ
た
お
神
輿
を
引
っ
張
っ
て
行

く
姿
が
、
自
宅
前
か
ら
見
る
事

が
で
き
た
。
参
加
す
る
子
供
が

少
な
い
の
で
は
？
　
と
心
配
し

た
が
、
思
っ
た
よ
り
多
く
て
、

掛
け
声
の
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ

シ
ョ
イ
！
も
太
鼓
の
音
の
響
き

も
混
ざ
り
、
と
て
も
爽
快
だ
っ

た
。
お
祭
り
好
き
の
私
は
一
緒

に
手
綱
を
握
り
、
お
神
輿
を
引
っ

張
り
た
い
気
分
で
拍
手
を
し
な

が
ら
応
援
し
た
。
こ
う
し
て
子

供
達
が
一
生
懸
命
お
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
て
い
る
の
に
、

町
内
の
大
人
達
は
無
関
心
な
の

か
外
で
見
て
い
る
方
が
少
な
く

て
と
て
も
残
念
に
思
え
た
。

　
そ
れ
と
神
主
さ
ん
が
一
年
の

無
事
を
願
っ
て
一
軒
一
軒
回
り
、

玄
関
先
で
お
祓
い
を
し
て
く
れ

る
。
頭
を
下
げ
て
あ
り
が
た
く

受
け
、
神
社
の
お
札
を
い
た
だ

く
。
こ
れ
も
最
近
は
若
い
世
代

に
変
わ
っ
た
せ
い
か
、
お
祓
い

を
す
る
家
も
限
ら
れ
て
き
た
よ

う
だ
。「
苦
し
い
時
の
神
頼
み
」

な
ん
て
言
葉
は
も
う
通
用
し
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
来
年
も
又
、

秋
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す

よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

秋
祭
り 

菱
沼
俊
行
78
　
泉
区
将
監

　
最
近
、
地
域
単
位
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト（
春
や
秋
の
祭
り
）

が
震
災
お
よ
び
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
自
粛
し
て
い
る
間
に
、
運
営

す
る
組
織
も
高
齢
化
し
て
激
減

し
た
。
20
年
前
は
、
各
町
内
会
・

自
治
会
で
競
う
よ
う
に
お
祭
り

が
行
わ
れ
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

早
朝
か
ら
花
火
も
ド
ン
ド
ン
と

打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
近
年
は
公
園
や
運
動

場
で
行
う
祭
り
が
う
る
さ
い
と

の
ク
レ
ー
ム
も
あ
り
、
自
然
と

開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
、
寺
の
鐘
の
音
、
田
ん
ぼ

で
鳴
く
カ
エ
ル
ま
で
も
が
う
る

さ
い
と
農
家
に
苦
情
が
行
く
時

代
。
何
と
世
知
辛
い
世
の
中
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

残
念
で
あ
る
。
田
舎
育
ち
の
私

に
は
、
鐘
の
音
も
祭
り
の
は
や

し
も
元
気
の
源
で
あ
っ
た
。

　
過
日
、
コ
ロ
ナ
後
か
ら
再
開

し
て
い
る
あ
る
地
域
の
秋
祭
り

に
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て
参
加

し
た
。
場
所
は
団
地
内
に
あ
る

公
園
。
あ
ま
り
大
き
な
音
量
で

音
楽
を
流
さ
な
い
よ
う
に
と
の

話
し
が
あ
っ
た
。
会
場
に
は
沢

山
の
子
供
達
が
参
加
。
将
来
こ

の
子
達
は
利
害
損
得
に
こ
だ
わ

る
よ
う
な
大
人
に
は
な
っ
て
欲

し
く
な
い
、
と
思
い
な
が
ら
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
操
作
し
て
い
た
。

　急
が
ば
廻
れ

髙
橋
ス
マ
ノ
98
　
青
葉
区
落
合

　
よ
く
母
が
言
っ
て
い
た
言
葉

で
す
。
私
が
生
ま
れ
た
の
は
東

北
の
小
さ
な
村
で
、
４
年
生
ま

で
分
校
で
勉
強
。
５
年
生
に
な

る
と
、
子
ど
も
の
足
で
１
時
間

も
か
か
る
本
校
に
行
く
の
で
す
。

　
あ
る
日
、
寝
過
ご
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
母
た
ち
は
、
早
く

田
ん
ぼ
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

用
意
し
て
あ
る
オ
ニ
ギ
リ
を
食

べ
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。
母
の

言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
が
、

大
丈
夫
と
思
っ
て
近
道
に
入
っ

た
の
で
す
。
小
川
に
か
か
っ
て

い
る
橋
が
な
い
の
で
す
。
ズ
ッ

ク
を
脱
ぎ
、
ズ
ボ
ン
を
ま
く
り

川
に
入
り
ま
し
た
が
、
石
が
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
痛
く
て
思
う
よ
う

に
歩
け
ま
せ
ん
。
と
う
と
う
遅

刻
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
危
険

な
近
道
を
行
く
よ
り
安
全
で
廻

り
道
し
た
方
が
結
局
、
早
く
着

く
…
と
教
え
て
い
る
の
で
す
。

　
長
い
人
生
、
何
度
役
に
立
っ

た
か
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

〝
親
の
意
見
と
、
な
す
び
の
花
は

　
千
に
ひ
と
つ
の
無
駄
は
な
い
〟

　
昔
の
人
は
よ
く
教
え
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

感
謝
一
杯
で
す
。
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ

ト
の
友
の
皆
さ
ん
の
健
康
、
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

山
を
眺
め
て

船
山
あ
き
こ
97
　
多
賀
城
市

　
登
山
は
し
ま
せ
ん
が
、
山
を

眺
め
る
の
が
好
き
で
す
。
庭
か

ら
泉
ヶ
岳
の
一
部
で
す
が
、
四

季
を
通
し
て
見
え
ま
す
。
新
緑
、

紅
葉
、
冬
に
は
ス
キ
ー
場
の
明

か
り
が
夜
に
な
る
と
良
く
見
え

ま
す
。
今
日
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
が

楽
し
ん
で
い
る
な
ー
と
思
っ
た

り
、
見
え
な
い
時
は
吹
雪
い
て

る
な
、
と
思
っ
た
り
。

　
家
か
ら
少
し
行
っ
た
所
か
ら

は
、
蔵
王
の
〝
馬
の
背
〟が
良
く

見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ

そ
こ
か
ら
、
青
々
と
し
た
お
釜

が
見
え
る
だ
ろ
う
…
と
思
っ
た

り
し
て
眺
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
一
雨
ご
と
に
山
々
は

紅
葉
に
染
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
人
暮
ら
し
の
心
得 

中
沢
常
夫
88
　
青
葉
区
中
山

　
古
い
団
地
で
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
多
く
な
っ
た
。
担
当

の
民
生
委
員
は
一
人
暮
ら
し
の

家
庭
訪
問
を
多
く
し
て
、
い
ろ

い
ろ
お
世
話
を
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
民
生
委
員
に
も
長
い
お

付
き
合
い
を
し
て
き
た
隣
近
所

に
も
話
す
こ
と
無
く
、
突
如
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
る
人
が
い

て
、
寂
し
さ
を
感
じ
る
。
先
般
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
訪
問

し
た
人
が「
部
屋
の
電
気
は
点
い

て
い
る
が
反
応
が
な
い
」と
、
民

生
委
員
、
交
番
署
員
が
駆
け
つ

け
て
調
べ
た
結
果
、
入
院
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
そ
う
だ
。

行
き
先
を
詳
し
く
話
す
必
要
な

い
が
、
入
院
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
、

あ
る
い
は
子
ど
も
の
と
こ
ろ
へ

行
く
位
は
話
し
て
く
れ
て
も
良

い
の
で
は
と
思
う
。

　
な
お
、
孤
独
死
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
身
寄
り
の

な
い
一
人
暮
ら
し
の
人
は
、
民

生
委
員
に
相
談
し
、
自
治
体
か

ら
支
援
を
貰
え
る
よ
う
に
し
て

お
く
べ
き
と
考
え
る
。

船
山
あ
き
こ
97 

多
賀
城
市

松
元
ゆ
り
子
71 

富
谷
市
あ
け
の
平

結
城
勝
子
80 

宮
城
野
区
宮
千
代

小野寺幸子77 青葉区北目町 及川たい子77 岩沼市

加
藤
俊
雄
77 

富
谷
市
鷹
乃
杜

菊
地
成
人
72 

宮
城
野
区
幸
町

目
黒
い
つ
子
74
　 

泉
区
南
中
山

柏
崎
英
子
83 

若
林
区
若
林

山
形
　
正
74 

青
葉
区
中
山

斎
藤
功
一
84 

青
葉
区
上
愛
子

小
野
さ
つ
き
81 

若
林
区
荒
井

叶
　
芳
雄
76 

青
葉
区
国
見
ヶ
丘

原
山
圭
子
79 

若
林
区
荒
井

菅
　
誠
吾
77 

太
白
区
西
の
平

大
友
寛
子
88 

太
白
区
あ
す
と
長
町

会
津
曜
子
87 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

佐
々
木
芙
美
子
78 

青
葉
区
中
山
台

石
黒
育
子
75 

青
葉
区
中
山
台

伊
藤
貞
子
97 
青
葉
区
中
山
台

沼
田
静
香
74 

太
白
区
長
町

清
寺
よ
し
み
94 

青
葉
区
国
見



令和 6年 11 月号（5）

ス
マ
ホ
も
程
々
に

千
葉
洋
子
73
　
太
白
区
長
町

　
葛
根
湯
を
飲
み
、
念
の
た
め

入
浴
も
控
え
、
早
々
と
床
に
着

い
た
が
翌
朝
も
喉
の
痛
み
が
引

か
な
い
。
37
・
５
度
上
の
熱
、

頭
痛
が
し
、
咳
が
止
ま
ら
な
い
。

　
週
明
け
、
い
つ
も
の
耳
鼻
科

を
受
診
し
、
薬
を
処
方
し
て
も

ら
っ
た
。
鎮
痛
剤
、
咳
止
め
、

云
々
、
プ
ラ
ス
胃
薬
。
医
師
か

ら
は
、「
し
ば
ら
く
時
間
が
掛
か

る
の
で
ゆ
っ
く
り
休
み
、
回
復

を
待
つ
様
に
…
」と
の
旨
。

　
そ
れ
な
の
に
、
そ
の
後
の
私

は
繰
り
返
し
ス
マ
ホ
で
そ
の
症

状
や
原
因
を
自
身
に
納
得
さ
せ

る
べ
く
、
連
日
検
索
。
そ
し
て
、

そ
の
通
り
に
治
っ
て
い
か
な
い

喉
の
具
合
に
焦
り
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
始
末
。
結
局
、
そ
れ
が
逆

に
長
引
く
結
果
を
招
い
た
の
か
、

声
は
枯
れ
、
気
管
支
炎
も
酷
く

な
り
、
自
然
治
癒
の
流
れ
に
乗

せ
る
ま
で
２
カ
月
以
上
も
掛
か

る
は
め
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

齢
を
忘
れ
た
過
度
の
情
報
の
取

り
入
れ
も
、
程
々
に
せ
ね
ば
と

学
習
し
た
長
く
暑
い
夏
だ
っ
た
。

ま
た
、
や
っ
ち
ゃ
っ
た 

芦
立
冨
見
代
88
　
青
葉
区
支
倉
町

　
洗
濯
機
が
止
ま
り
、
フ
タ
を

開
け
た
途
端
、
ウ
ワ
ー
の
発
声
。

紺
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
、
白
い
粉

を
ふ
い
て
表
れ
ま
し
た
。
ま
た

か
！
　
夫
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
胸

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
の
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

取
り
忘
れ
が
こ
の
有
り
様
で
す
。

　
し
っ
か
り
点
検
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
が
、
加
齢
と
共
に
う
っ

か
り
回
数
が
増
え
た
様
。
乾
い

て
か
ら
の
仕
末
が
ま
た
大
変
。

何
度
も
振
り
落
と
し
て
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
、
最
後
、
毛
玉
取
り
器

を
か
け
て
終
了
。
洗
濯
機
の
前

に
〝
ポ
ケ
ッ
ト
点
検
し
た
か
〟と
、

大
き
く
書
い
て
張
っ
て
お
く
事

が
い
ち
番
で
し
ょ
う
か
ね
…
。

待
ち
遠
し
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

村
上
一
枝
82
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
要
支
援
一
の
認
定
を
受
け
た

私
は
、
二
年
ほ
ど
一
時
間
の
運

動
を
す
る
所
に
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
八
月
よ
り
南
吉
成
の
生

き
が
い
工
房
に
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
き
な
ス
テ
キ

な
ハ
ウ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人

が
集
ま
り
、
笑
い
の
絶
え
な
い

一
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。

　
特
に
驚
い
た
の
は
、
午
後
の

ク
ラ
ブ
活
動
。
専
門
の
先
生
が

い
ら
っ
し
ゃ
る『
合
唱
』、
自
由

に
歌
う『
カ
ラ
オ
ケ
』、
物
づ
く

り
の『
工
作
』等
々
、
嬉
し
い
自

己
表
現
の
場
が
あ
る
の
で
す
。

午
前
は
頭
を
使
う『
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
』や
体
操
等
、
お
い
し
い
ラ

ン
チ
の
後
の
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
は
、

個
々
の
要
望
を
聞
い
て
お
好
み

の
飲
み
物
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　
私
は
、
原
因
の
分
か
ら
な
い

脚
の
痛
み
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、
至

福
の
思
い
。
特
に
心
躍
っ
た
こ

と
は
、
一
日
の
終
わ
り
に『
今
日

の
日
は
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
　
又
逢
う

日
ま
で
』を
歌
う
の
で
す
が
、「
今

度
あ
う
迄
、
死
な
な
い
よ
う
に

ネ
」と
大
き
な
声
で
し
め
く
く
る

の
で
す
。
心
の
奥
で
、
い
つ
も

笑
っ
て
い
る
私
で
す
。

ア
〜
駄
目
だ
〜

日
向
野
洋
子
76
　
青
葉
区
貝
ヶ
森

　
幼
い
頃
か
ら
眼
の
弱
か
っ
た

私
は
、
一
番
辛
い
の
が
視
力
検

査
で
し
た
。
先
生
が
皆
の
前
で

「
見
え
る
所
ま
で
歩
い
て
来
な
さ

い
」と
言
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
主
人
は
ナ
ン
ト
！

視
力
２
・
５
で
し
た
。「
星
が
綺

麗
だ
よ
」と
言
わ
れ
て
も
、
私
に

は
ボ
ワ
ボ
ワ
星
な
の
で
す
。

　
子
ど
も
が
小
学
生
の
時
、
出

来
上
が
っ
た
眼
鏡
を
掛
け
た
途

端
、「
え
っ
？
　
お
母
さ
ん
に
小

ジ
ワ
が
あ
る
！
」。
す
る
と
店
長

さ
ん
が
飛
ん
で
来
て
、「
坊
主
！

ご
め
ん
な
。
見
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
っ
て
も
素
敵
な
こ
と

な
ん
だ
。
で
も
見
え
過
ぎ
て
良

く
な
い
こ
と
も
世
の
中
に
は
沢

山
あ
る
ん
だ
よ
。
帰
り
に
何
か

買
っ
て
も
ら
い
な
」と
三
千
円
も

オ
マ
ケ
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
で
マ
ス
ク
を
す

る
と
、
ポ
イ
ン
ト
は
眼
だ
け
。

な
の
に
私
は
目
力
も
な
く
な
り
、

シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
し
て
。
ア
〜
駄

目
だ
〜
！

コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種

村
上
百
合
子
71
　
泉
区
高
玉
町

　
こ
の
頃
の
世
相
か
ら
、
感
じ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
の
再
燃
を
受
け
、
予
防
接

種
を
義
務
付
け
ま
し
た
が
、
就

労
な
ど
の
特
別
な
理
由
が
な
け

れ
ば
、
高
齢
者
は
う
が
い
、
手

洗
い
の
励
行
だ
け
で
充
分
だ
と

思
い
ま
す
。
外
出
を
促
し
、
目

減
り
し
て
い
る
年
金
か
ら
負
担

を
さ
せ
、
医
療
費
と
い
う
社
会

保
障
を
使
っ
て
ま
で
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　 

母
の
一
言

阪
本
昭
憲
79
　
太
白
区
上
野
山

　
私
は
小
学
校
６
年
生
の
時
に

転
校
し
ま
し
た
。
自
己
紹
介
の

様
子
を
文
集
に
書
き
ま
し
た
。

母
の
一
言
。「
お
ま
え
、
作
文
が

い
い
な
」。
こ
の
一
言
が
今
の
自

分
を
形
作
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
同
級
生
も
、
面
白

い
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

親
へ
の
も
の
と
思
っ
た
ら
… 

古
宮
孝
一
64
　
東
京
都

　
両
親
も
す
で
に
亡
く
な
っ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
か
介
護
保
険

証
が
…
。
自
分
の
保
険
証
が
届

く
な
ん
て
。
現
実
を
受
け
入
れ

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
気

を
取
り
直
し
て
、
レ
ッ
ツ
川
柳
！

赤
ち
ょ
う
ち
ん

横
田
春
治
72
　
宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
東

　
居
酒
屋
に
赤
ち
ょ
う
ち
ん
が

あ
る
が
、
な
ぜ
赤
な
の
か
？
　

青
や
黄
色
で
も
い
い
の
で
は
な

い
か
？
　
あ
れ
は
酒
飲
み
の
人

の
顔
が
ガ
ラ
ス
に
映
り
、
ま
だ

赤
く
な
ら
な
い
、
赤
ち
ょ
う
ち

ん
よ
り
ま
だ
色
が
出
て
い
な
い
、

も
う
一
回
飲
み
直
せ
る
、
そ
ん

な
気
持
を
も
た
せ
る
た
め
に
あ

る
そ
う
な
、
な
さ
そ
う
な
。

　
店
先
に
タ
ヌ
キ
を
置
い
て
い

る
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
は「
他
」

を「
抜
く
」と
言
っ
て
、
自
分
の

所
が
一
番
と
決
め
た
も
の
で
す
。

　
塩
を
店
先
に
置
い
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
塩
を

好
き
な
牛
が
よ
だ
れ
を
た
ら
す
、

す
な
わ
ち「
客
足
が
切
れ
な
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
だ
そ
う
な
。

最
上
級
の
感
謝
状 

川
添
賢
次
76
　
北
九
州
市
小
倉

　
ワ
シ
の
大
嫌
い
な
芸
人
Ｈ
・

Ａ（
有
吉
弘
行
）
が
言
う
に
は
、

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
と
か
色
々

あ
る
け
ど
、
シ
ル
バ
ー
川
柳
が

一
番
面
白
い
よ
ね
。
全
部
面
白

い
わ
、
こ
れ
は
時
代
だ
よ
ね
」と

唸
っ
た
ら
し
い
。
シ
ル
バ
ー
川

柳
第
25
弾
発
売
の
３
日
前
に
て
、

宣
伝
効
果
抜
群
の
ヒ
ッ
ト
コ
メ

ン
ト
。
出
版
社
も
宙
を
舞
う
程
、

喜
ん
で
い
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

有
吉
の
大
馬
鹿
野
郎
め
が
、
月

夜
の
晩
に
で
も
出
逢
え
た
も
ん

な
ら
、
覚
悟
し
と
き
な
…
。

追
伸
　
フ
ト
コ
ロ
に
は
色
紙
と
サ

イ
ン
ペ
ン
常
備
し
て
お
く
か
ら
ヨ
。

10
月
号
の
エ
ッ
セ
イ
に
驚
き

武
内
多
恵
子
77
　
青
葉
区
中
山

　
村
上
一
枝
様
の『
風
』の
お
便

り
、
大
変
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

葛
岡
墓
園
の
我
が
家
の
墓
の
後

ろ
に
、
大
き
な
岩
に「
風
」と
い

う
一
文
字
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
方
が
建
て
ら
れ
た
の
か

と
、
何
時
も
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
理
想
の
お
墓
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
い
つ
か
そ
こ
で
お
二
人

の
方（
ご
夫
婦
？
）、
お
茶
を
飲

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
声
を
か

け
て
み
た
か
っ
た
で
す
。
私
も

風
と
い
う
字
が
大
好
き
で
す
。

ぜ
ん
ざ
い
・
よ
も
や
ま
話
し

ジ
ミ
ー
狩
野（
牧
男
）84
　
カ
ナ
ダ

　
突
然
、「
１
８
０
人
分
の
〝
ぜ

ん
ざ
い
〟 

を
作
っ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
？
」こ
ん
な
お
願
い
を
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と

は
85
年
も
生
き
て
き
て
初
め
て

の
経
験
だ
。
い
く
ら
甘
党
の
私

だ
っ
て
、
こ
ん
な
大
量
の「
ぜ
ん

ざ
い
」な
ん
か
作
っ
た
こ
と
な
ど

な
い
。
断
ろ
う
か
と
思
っ
た
が
、

相
談
し
て
来
た
相
手
は
妙
齢
の

ご
婦
人
。
私
は
若
い
女
性
に
は

め
っ
ぽ
う
弱
い
。
断
る
理
由
が

見
つ
か
ら
な
い
の
だ
。（
つ
づ
く
）

続
き
は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で

　
掲
載
し
き
れ
な
か
っ
た
お
手
紙
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

過
去
の
紙
面
や
楽
し
い
川
柳
、
サ
ー
ク

ル
情
報
等
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
の
投
稿
も
メ
ー
ル
で

5
5

se
n

ry
u

@
g

m
a
il.c

o
m

佐
藤
ふ
さ
子
73 

青
葉
区
錦
ヶ
丘

金
田
綾
子
87 

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷

佐々木幹児86 大和町

有 住 明 子61 青葉区中山台 髙橋スマノ98 青葉区落合

髙 松 光 子77 太白区山田北前町

針生とも子63 大衡村文 屋 文 江71 若林区南小泉

川
添
賢
次
76 

北
九
州
市
小
倉

久
慈
レ
イ
97 

太
白
区
太
長
会
リ
ハ

渡
辺
美
由
紀
66 

青
葉
区
北
根
黒
松

横 田 春 治72 宮城野区鶴ヶ谷東 関 　 正 勝82 青葉区中江

千
葉
友
幸
75 

太
白
区
長
町

鈴
木
昌
子
80 

大
河
原
町

中
谷
は
る
み
80 

青
葉
区
中
山
台

佐
藤
昭
子
72 

泉
区
明
石
南

鹿
又
和
子
84 

太
白
区
茂
庭

齋
藤
恵
美
子
70 

若
林
区
今
泉

長
谷
川
登
美
76 

青
葉
区
中
山
吉
成

中
山
と
も
子
76 

富
谷
市
日
吉
台

平
野
洋
子
72 

太
白
区
東
中
田

梶
原
幸
子
84 

青
葉
区
東
勝
山



令和 6年 11 月号 （6）笑いは元気の素！　認知症の予防にもシルバー川柳　

こ

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題 

子
ど
も
・
子
へ

（
介
護
・
相
続
・
墓
守
）

投
稿
総
数
２
５
１
通
　
編
集
室
選

①
子
ど
も
を
思
う
親
心
ほ
ど
、
深
い
も
の
は
な
い
で
す
か
ら
。
そ
れ
だ
け
に
、
表
現
も
難
し
い
も
の
。
で
も
充
分
、
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
も
…
。

②
心
配
し
て
く
れ
る
の
は
有
り
難
い
け
ど
、
こ
れ
じ
ゃ
受
験
生
！
　
③
遺
骨
を
押
し
つ
け
合
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
、
自
己
防
衛
で
。

④
祭
り
も
商
店
街
も
消
え
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
鮮
や
か
に
浮
か
ぶ
あ
の
頃
。
花
と
遊
ん
だ
土
手
、
虫
を
追
い
か
け
た
小
道
は
今
も
そ
の
ま
ま
に
。

  

［
秀
作
］

［
特
選
］

 

百
の
思
い
　子
に
届
け
た
し
　い
か
に
し
て
　　　夢

眠
あ
お
や
ま

　　　　菅
井
安
子
93

　
青
　葉
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　ク
ス
ッ
と
笑
わ
せ
る
、
共
感
さ
せ
る

財
布
だ
け
　年
が
ら
年
中
　や
せ
っ
ぽ
ち 

中
　　江 

木
村
鏡
子
68

し
わ
く
ち
ゃ
な
手
　指
輪
あ
わ
ず
に
　バ
ン
ソ
ー
コ 

錦
ヶ
丘 

佐
藤
ふ
さ
子
73

宅
電
話
　鳴
れ
ば
み
ん
な
で
　ビ
ク
ッ
と
し 

錦
ヶ
丘 

佐
藤
ふ
さ
子
73

子
も
中
年
　今
さ
ら
旅
に
　出
し
た
っ
て
　　 

昭
和
町 

紙
谷
義
和
74

予
約
す
る
　話
し
相
手
と
　下
の
世
話 
葉
山
町 

青
木
三
郎
75

孫
な
し
で
　孫
よ
り
可
愛
い
　新
妻
よ
　　　 
木
町
通 

鈴
木
正
明
75

子
供
こ
そ
　親
の
一
生
　証
言
者
　　　　 

中
山
吉
成 

長
谷
川
登
美
75

孫
一
人
　居
る
だ
け
自
分
　幸
せ
か
　 

旭
ヶ
丘 

鈴
木
武
志
76

影
も
老
い
　負
け
じ
と
胸
張
る
　散
歩
道 

み
や
ぎ
台 
加
藤
信
子
76

子
は
宝
　今
贅
沢
品
　だ
っ
て
ー
!? 

み
や
ぎ
台 

佐
々
木
美
知
子
76

五
年
日
記
　孫
の
花
嫁
　見
る
ま
で
は
！ 

国
見
ヶ
丘 

叶
　　芳
雄
76

喜
寿
迎
え
　ま
す
ま
す
た
ぎ
る
　少
年
心 

国
見
ヶ
丘 

叶
　　芳
雄
76

み
な
遠
く
　夫
も
っ
と
も
　遠
い
と
こ 

栗
　　生 

東
　　啓
子
76

ま
だ
駄
目
よ
　親
子
の
逆
転
　ゆ
ず
れ
な
い 

桜
ヶ
丘 

山
本
憲
子
77

昭
和
ネ
タ
　孫
の
く
い
つ
き
　ジ
ジ
う
れ
し 

五
　　橋 

児
玉
　　悟
77

Ａ
Ｉ
に
　我
の
難
病
　診
て
欲
し
い
　 

川
　　平 

小
野
寺
英
夫
79

介
護
世
話
　動
き
ま
わ
っ
て
　足
な
お
り
　 

中
　　江 

関
　　悦
子
79

介
護
士
は
　孫
と
同
い
年
　恥
ず
か
し
く
　　 

西
花
苑 

林
　　勝
義
79

今
日
も
又
　無
駄
に
生
き
た
と
　反
省
す 

桜
ヶ
丘 

石
川
正
子
79

介
護
す
る
　子
に
相
続
は
　色
を
つ
け 

髙
　　松 

神
　　市
子
79

相
続
で
　介
護
誘
導
　と
ぼ
け
顔
　　　 

通
　　町 

阿
部
良
一
80

子
に
車
　譲
渡
決
め
れ
ば
　事
故
回
避
　 

上
　　杉 

村
國
　　誠
80

釣
り
デ
ビ
ュ
ー
　小
鮒
一
匹
　幼
き
日
　　　 

桜
ヶ
岡
公
園 

高
橋
廣
光
80

母
ち
ゃ
ん
の
　お
国
訛
が
　形
見
で
す 

小
田
原 

山
田
和
子
81

人
生
に
　私
を
写
す
　娘
い
て
　　　　 

中
山
吉
成 

村
上
一
枝
82

娘こ

に
意
見
　返
事
は
い
つ
も
　倍
返
し
　　 

桜
ヶ
丘 

峯
田
紀
久
子
82

母
強
し
　聞
い
た
こ
と
な
い
　泣
き
ご
と
は
　 

霊
屋
下 

岡
本
幸
子
82

人
生
を
　生
き
た
証
が
　夫
と
子
と
　　 

山
手
町 

難
波
豊
子
83

世
話
か
け
た
　妻
に
一
曲
　ハ
ー
モ
ニ
カ 

霊
屋
下 

岡
本
宏
正
83

墓
下
で
　ほ
め
ら
れ
て
い
る
ね
　両
親
に
　 

旭
ヶ
丘 

本
郷
祐
子
83

親
と
子
は
　持
ち
つ
持
た
れ
つ
　徒
競
走
　 

東
勝
山 

梶
原
幸
子
84

Ａ
Ｉ
の
　甘
い
言
葉
に
　貢
ぐ
ひ
と
　　 

中
山
台 

佐
々
木
克
夫
84

貧
し
く
も
　子
供
育
て
た
　祖
母
の
意
地
　　 

台
　　原 

中
鉢
紀
雄
84

教
え
子
の
　十
数
組
の
仲
人
　今
も
夢 

上
愛
子 

斎
藤
功
一
84

倹
約
家
　勿も

っ

た

い

な

体
無
い
で
　入
院
し 

向
　　田 

小
笠
原
義
治
84

時
代
か
な
　四し

ぶ

ん

ご

れ

つ

分
五
裂
の
　核
家
族 

中
　　江 

岸
田
紀
雄
84

引
き
算
の
　人
生
始
ま
り
　自
覚
し
て 

小
田
原 

阿
部
清
子
85

あ
な
不
思
議
　平
和
を
唱
え
　武
器
を
売
る
　　　 

中
山
吉
成 

村
上
重
作
86

老
い
て
子
に
　従
い
た
く
と
も
　子
も
老
い
て
　　 

中
山
吉
成 

小
野
幸
子
86

盃
さ
か
ず
きに

　名
月
落
し
　二
日
酔
　 

福
沢
町 

小
原
孝
雄
87

子
ど
も
ら
に
　車
頼
む
と
　高
く
つ
く
　　 

中
　　山 

中
沢
常
夫
88

薄
さ
増
す
　尻
た
ぶ
痛
し
　今
日
の
椅
子
　　 

支
倉
町 

芦
立
冨
見
代
88

庭
先
の
　ス
ズ
メ
に
あ
げ
る
　高
い
米
　　 

国
見
ヶ
丘 

佐
藤
き
よ
90

誕
生
日
　何
も
な
い
け
ど
　い
な
り
ず
し
　　 

中
　　江 

木
村
　　忍
91

近
所
で
も
　不
幸
も
知
ら
ず
　ひ
っ
そ
り
と 

水
の
森 

宇
南
山
礼
子
93

百
点
の
　親
で
あ
り
た
い
　励
む
日
々
　 

落
　　合 

髙
橋
ス
マ
ノ
98

お
手
製
の
　母
の
ア
イ
ス
は
　う
ま
か
っ
た
　　 

花
　　壇 

松
田
瞭
子
98

よ
ぼ
よ
ぼ
の
　爺
に
も
あ
る
　声
変
わ
り
　　 

中
　　山 

山
本
敏
行
98

卵
焼
き
　む
ぎ
粉
で
増
量
　母
の
技
　　 

栗
　　生 

今
野
総
子
　　

　
太
　白
　区
　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
標
語
」っ
ぽ
く
な
ら
な
い
よ
う
に

墓
要
ら
ぬ
　大
海
原
に
　撒
い
て
く
れ
　　 

八
本
松 

笠
松
伸
一
70

姑
笑
顔
　干
柿
づ
く
り
で
　思
い
出
す
　　 

鈎
取
本
町 

中
村
勇
子
71

若
者
よ
　ｊ
ｏ
ｂ
は
適
当
に
　楽
し
く
あ
れ
　　 

八
木
山
香
澄
町 

飛
田
秀
雄
72

「
痩
せ
な
く
茶
」　二
袋
買
う
　道
の
駅
　　 

東
中
田 

平
野
洋
子
72

介
護
は
　Ａ
Ｉ
よ
り
も
　愛
が
い
い
　 

上
野
山 

片
倉
陽
子
73

誰
か
し
ら
　夫
の
墓
に
　赤
い
バ
ラ
　 

上
野
山 

片
倉
陽
子
73

受
け
取
れ
ば
　親
も
セ
ッ
ト
で
　つ
い
て
く
る
　　 

長
　　町 

千
葉
洋
子
73

合
言
葉
　長
生
き
し
て
ね
　　元
気
で
ね
　 

長
　　町 

沼
田
静
香
74

ご
先
祖
を
　粗
末
に
し
な
い
で
　今
が
あ
る
　　 

西
の
平 

日
野
実
千
代
74

娘
言
う
　誰
が
継
ぐ
の
よ
　墓
地
決
め
て
　 

土
手
内 

保
志
　　豊
74

こ
こ
に
来
て
　三
位
一
体
　頼
ん
だ
ぞ
　　　　 

長
　　町 

千
葉
友
幸
75

留
守
ま
も
る
　父
母
を
見
上
げ
て
　線

ひ

香
を
灯
す 

東
中
田 

田
中
敬
子
76

墓
守
り
は
　息
子
で
は
な
く
　孫
と
決
め 

山
田
自
由
ヶ
丘 

熊
谷
み
よ
子
76

天
気
図
や
　当
た
っ
て
困
る
よ
　雨
続
き 

袋
　　原 

角
田
和
子
76

墓
守
を
　頼
む
と
息
子
　生
返
事 

土
手
内 

佐
藤
優
子
77

一
人
っ
子
　届
く
メ
ー
ル
は
　年
数
回 

芦
の
口 

加
納
恵
子
77

遺
産
分
け
　見
知
ら
ぬ
血
縁
　し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と 

山
田
北
前
町 

髙
松
光
子
77

墓
守
は
　主ぬ

し

の
カ
ラ
ス
に
　委
せ
な
よ
　 

郡
　　山 

渡
辺
不
二
夫
78

高
齢
者
　初
期
化
で
き
た
ら
　介
護
な
し
　 

長
　　町 

岡
部
ミ
ナ
子
78

物
言
わ
ぬ
　骨
と
な
っ
て
も
　邪
魔
に
さ
れ
　 

長
　　町 

岡
部
ミ
ナ
子
78

母
認
知
　今
日
も
テ
レ
ビ
で
　ワ
ク
ワ
ク
よ
　 

西
の
平 

山
岸
文
子
81

こ
の
人
誰
？
　葬
式
用
の
　写
真
で
す 

東
中
田 

三
浦
千
司
81

め
ん
こ
孫
　「
ば
あ
ち
ゃ
ん
ど
う
ぞ
」と
　お
酌
す
る
　茂
庭
台 

高
橋
は
つ
ゑ
81

も
し
か
し
て
　親
ガ
チ
ャ
は
ず
れ
と
　お
思
い
か
　 

東
中
田 

國
井
頼
子
81

頼
ん
だ
ぞ
　借
金
な
い
け
ど
　墓
は
あ
る
　　 
青
　　山 

末
永
　　均
81

金
送
れ
　言
っ
て
み
よ
う
か
　子
と
孫
に
　 
西
多
賀 

丹
野
典
子
81

頑
張
れ
よ
　ま
だ
遅
く
な
い
　嫁
つ
か
め
　　 

長
　　町 

加
茂
昭
六
郎
81

子
ら
育
つ
　親
を
越
え
ろ
と
　祈
る
日
々
　 

緑
ヶ
丘 

小
島
晴
光
82

お
母
さ
ん
　麻
雀
の
日
は
　赤
パ
ン
ツ
　 

あ
す
と
長
町 
佐
藤
碩
子
82

家
族
会
議
　私
の
介
護
　誰
に
な
る
　　 

鹿
　　野 
伊
藤
悦
子
82

幸
せ
を
　ポ
ッ
ト
に
詰
め
て
　保
温
す
る
　　 

鹿
　　野 

鹿
野
恵
子
82

夫
婦
し
て
　介
護
し
合
っ
て
　日
が
暮
れ
る
　 

四
郎
丸 

横
尾
久
美
子
83

一
生
涯
　竹
の
子
で
い
た
い
　老
姿
で
す
　　 

あ
す
と
長
町 

鈴
木
和
子
84

一
人
娘
よ
　女じ

ょ

せ

い婿
に
頼
め
　墓
同
居
　　 

鹿
　　野 

伊
藤
勝
雄
84

母
の
歳
　追
い
越
し
た
ね
で
　ハ
ッ
と
す
る 

東
中
田 

菊
地
八
千
代
85

子
に
は
子
の
　生
き
方
が
あ
り
　頼
も
し
や
　 

緑
ヶ
丘 

佐
々
木
久
義
85

買
物
難
民
　コ
ン
ビ
ニ
開
店
　生
き
延
び
そ 

八
本
松 

南
　　雅
子
85

親
偉
大
　十
人
育
て
　孫
二
十
　 

芦
の
口 

石
山
寅
次
郎
86

娘
来
る
　楽
す
る
つ
も
り
が
　楽
さ
れ
て
　　 

芦
の
口 

加
藤
宏
子
87

来
春
に
　ひ
孫
２
号
に
　会
え
る
と
は
　　 

夢
眠
あ
お
や
ま 

千
葉
家
壽
子
87

嫁
さ
ん
を
　大た

い

じ

ゅ樹
と
思
う
　気
の
弱
り 

泉
　　崎 

遠
藤
英
子
87

五
十
代
　化
粧
三
〇
分
　今
眉ま

ゆ

二
分
　　 

あ
す
と
長
町 

大
友
寛
子
88

不
眠
症
　そ
の
う
ち
永
遠
に
　眠
ら
れ
る
　　 

あ
す
と
長
町 

大
友
寛
子
88

毎
日
を
　楽
し
く
過
ご
せ
と
　娘
言
う
　 

泉
　　崎 

大
友
敏
子
90

物
価
高
　金
と
た
め
息
　出
っ
ぱ
な
し 

富
沢
南 

扇
　　光
男
91

窓
を
あ
け
　朝
日
に
む
か
っ
て
　オ
ハ
ヨ
ー
さ
ん
　　 

あ
す
と
長
町 

天
野
ハ
ル
91

友
・
知
人
　知
ら
ず
知
ら
ず
の
　家
族
葬
　　 

あ
す
と
長
町 

荒
木
　　清
92

今
思
う
　子
は
か
す
が
い
と
は
　何
時
の
こ
と
？ 

夢
眠
あ
お
や
ま 

菅
井
安
子
93

ボ
ケ
た
か
な
あ
ー
　こ
れ
で
五
度
目
と
　娘
に
言
わ
れ
　 緑
ヶ
丘 

白
取
悦
子
93

老
い
た
と
て
　娘
に
従
わ
ぬ
　時
も
あ
る
　 

緑
ヶ
丘 

白
取
悦
子
93

子
は
定
年
　孫
は
中
堅
　吾
幼
児
　　 

長
　　町 

千
石
　　巌
95

べ
っ
た
り
の
　湿
布
の
上
に
　ネ
ッ
ク
レ
ス
　 

太
長
会
リ
ハ 

久
慈
レ
イ
97

フ
ラ
ダ
ン
ス
　ス
タ
イ
ル
だ
め
で
　安
来
節
　 

太
長
会
リ
ハ 

久
慈
レ
イ
97

病
院
の
　二
時
間
待
ち
で
　壁
と
に
ら
め
っ
こ
　 

長
　　町 

米
山
瑠
璃
子
　　

　
宮
　城
　野
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　み
ん
な
が
思
い
つ
か
な
い
発
想
で

遊
び
な
ら
　天
才
ぞ
ろ
い
　昔
の
子 

鶴
ヶ
谷
東 

横
田
春
治
72

こ
の
不
安
　友
と
の
会
話
で
　消
え
て
ゆ
く
　 

宮
千
代 

髙
橋
武
子
72

遠
ざ
か
る
　過
ご
し
や
す
く
て
　図
書
館
と
　 

五
　　輪 

長
谷
川
義
昭
73

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
　詩
に
あ
ふ
れ
出
る
　生
き
る
と
は 

苦
　　竹 

佐
藤
よ
し
み
76

金
婚
式
　祝
う
子
供
の
　頼
も
し
さ
　 

五
　　輪 

長
谷
川
誠
子
76

縮
ん
だ
背
　見
事
に
移
動
　腹
回
り
　　　 

萩
野
町 

齋
藤
由
紀
子
76

分
身
の
　子
供
達
へ
の
　財

た
か
ら

あ
り
　 

大
　　梶 

佐
藤
信
夫
76

積
読
も
　喜
寿
ま
で
く
れ
ば
　粗
大
ゴ
ミ
　　 

鶴
ヶ
谷
東 

澁
谷
　　堯
77

夫
も
子
も
　病
が
増
え
て
　婆
々
悲
鳴
　　　 

燕
　　沢 

佐
藤
敏
子
79

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
は
　元
気
・
若
さ
の
　サ
プ
リ
か
な
　 宮
千
代 

結
城
勝
子
80

看
取
り
だ
け
　あ
と
は
何
に
も
　い
い
ん
だ
よ
　　 

鶴
ヶ
谷
北 

加
藤
　　襄
80

反
抗
期
　は
げ
し
く
対
立
　影
も
な
し
　 

田
子
西 

安
藤
恵
子
80

ひ
と
り
っ
子
　両
手
に
す
が
る
よ
　よ
ろ
し
く
ね
　 

鶴
ヶ
谷 

菊
地
カ
ツ
子
81

墓
じ
ま
い
　次
の
世
界
も
　一
緒
だ
よ
　 

鶴
ヶ
谷 

菊
地
カ
ツ
子
81

長
寿
会
　静
け
さ
の
な
か
　箸
の
音 

高
　　砂 

鴫
原
秀
夫
81

墓
ま
い
り
　後
つ
づ
か
ず
　募
集
中 

鶴
ヶ
谷
東 

細
川
悦
子
81

墓
守
を
　継
ぐ
子
供
等
の
　有
る
や
無
し
や 

鶴
ヶ
谷 

鈴
木
文
子
82

子
の
転
勤
　年
が
い
も
な
く
　う
ろ
た
え
て
　　 

東
仙
台 

勝
又
千
恵
子
83

柵
し
が
ら
み

を
　打
ち
消
し
お
い
て
　な
ぁ
お
ま
え
　 

鶴
ヶ
谷 

菅
原
角
一
83

Ｓ
Ｎ
Ｓ
　な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
と
　Ｓ
Ｏ
Ｓ
　 

鶴
ヶ
谷 

菅
原
角
一
83

手
を
合
わ
せ
　墓
石
に
頭
　こ
す
り
つ
け
　 

岩
　　切 

村
上
泰
子
84

子
育
て
に
　尽
く
し
た
果
て
の
　わ
が
人
生 

大
　　梶 

新
井
和
子
85

電
話
口
　娘
の
声
と
　間
違
わ
れ 

大
　　梶 

新
井
和
子
85

学
費
こ
そ
　生
前
贈
与
　親
心 

鶴
ヶ
谷 

岡
本
頴
子
85

ス
ー
パ
ー
に
　今
日
も
見
に
行
く
　物
価
高
　 

安
養
寺 

今
野
二
男
85

爺
と
孫
　会
話
さ
ま
た
げ
　カ
タ
カ
ナ
語 

福
　　室 

阿
部
栄
一
86

平
熱
の
　子
ど
も
は
そ
れ
で
　親
孝
行 

原
　　町 

今
部
治
朗
87

ワ
ク
ワ
ク
す
　紅
つ
け
直
し
　カ
ラ
オ
ケ
に 

鶴
ヶ
谷 

金
田
綾
子
87

バ
カ
息
子
　そ
の
子
も
や
は
り
　バ
カ
息
子
　　　　 

苦
　　竹 

太
田
一
義
87

窓
越
し
の
　雲
だ
け
友
の
　五
日
間
　　　 

二
の
森 

石
川
勢
津
子
87

付
添
い
を
　要
請
さ
れ
る
　年
と
な
り
　　　 

二
の
森 

石
川
勢
津
子
87

一
度
き
り
　そ
れ
ぞ
れ
の
道
　生
き
る
日
々
　 

鶴
ヶ
谷 

村
井
冨
美
子
88

長
寿
眉
　信
じ
て
晩
酌
　永
く
な
り 

幸
　　町 

齋
藤
元
彦
90

友
達
と
　昔
ば
な
し
に
　花
が
咲
き 

鶴
ヶ
谷
東 

成
澤
愛
子
90

跡
継
げ
ぬ
　警
戒
水
位
　年
二
回 

清
水
沼 

浜
野
享
吾
91

　
若
　林
　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　「
五
・
七
・
五
」の
リ
ズ
ム
を
目
指
す

相
続
す
る
　物
ナ
ニ
も
無
く
…
　ご
め
ん
な
さ
い 

若
　　林 

鈴
木
孝
子
65

そ
の
額
で
　何
で
も
め
る
か
　お
前
た
ち 

五
十
人
町 

大
森
　　晃
67

　締切 11月10日 （消印有効   ※絵手紙・エッセイも )

アンケートにもご協力ください。

食・腹・弁当・おにぎり

次の課題

　※義 務 では
　　ありません。

※自由句でもOK。課題の言葉
　　を作品に入れない工夫も…。

投稿規定　川柳・絵手紙・エッセイ

● 参加資格：６０歳以上（※絵手紙は県内の方のみ）  
● 投 稿 料：  無  料  （※お１人、各１通迄）
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 川柳は毎回５句まで

氏名は本名で  ※ペンネームは原則不可（応相談）

年齢・住所・電話番号
アンケートの回答（任意）を明記
※難しい字には、フリガナを（作品、氏名、共に）

※川柳とエッセイは、加筆することがあります。次点となった過去の作品を
掲載することがあります。投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。

※絵手紙は、印刷に対応できるクオリティであれば、検討いたします。

メールでも受け付けます。5 5 s e n r y u @ g m a i l . c o m

【個人情報の取扱い】読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って管理いた
します。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示すること
がございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。

脳トレの本について
1. 本を買ったことがありますか？
　1. はい（書名、 その本を選んだ理由は？） 

　2. いいえ
　　　　2. いつ頃ですか？

3. きっかけは何ですか？

4. 本に対する感想は？
1. 良かった（理由は？）　2. 良くなかった（同）
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入
選
者 

発
表

笑いあり、しみじみあり

シルバー川柳
人生に金メダル 編

河出書房新社　
定価1,150円（税込）

みやぎシルバーネット
＋河出書房新社編集部

おめでとうございます。
青
木
三
郎

青
柳
ミ
サ

秋
葉
秀
雄

芦
立
冨
見
代

阿
部
サ
ダ
子

阿
部
澄
江

阿
部
　
弘

阿
部
昌
道

天
野
ハ
ル

安
藤
恵
子

石
川
　
昇

板
倉
ミ
ナ
子

伊
藤
由
美
子

衣
鳩
智
恵
子

今
井
慶
子

岩
尾
邦
昭

上
久
保
周
一

上
村
　
栄

扇
　
光
男

大
須
賀
博

大
友
敏
子

大
友
寛
子

大
橋
庸
晃

大
日
向
佑
子

大
和
田
久
美

岡
　
邦
俊

岡
部
ミ
ナ
子

岡
本
幸
子

小
野
さ
つ
き

尾
崎
サ
カ
エ

起
山
正
樹

小
高
辰
子

小
野
邦
子

小
野
つ
や
子

片
倉
陽
子

加
藤
信
子

加
藤
美
枝
子

叶
　
芳
雄

加
納
恵
子

狩
野
牧
男

狩
野
や
す
子

加
茂
昭
六
郎

川
添
賢
次

川
添
雅
子

川
中
玲
子

川
端
照
子

神
崎
シ
ゲ
子

菅
野
孝
司

熊
谷
み
よ
子

小
島
晴
光

小
関
美
枝
子

後
藤
み
よ
子

小
林
　
功

小
林
須
美

小
林
み
つ
子

古
宮
孝
一

近
藤
圭
介

今
野
弥
生

斉
藤
恵
美
子

齊
藤
ユ
リ
子

坂
井
艶
子

佐
々
木
克
夫

佐
々
木
美
和
子

佐
藤
昭
子

佐
藤
有
為
子

佐
藤
俊
男

佐
藤
直
子

佐
藤
碩
子

塩
野
フ
ミ
子

志
鎌
清
治

島
田
正
美

清
水
　
潤

庄
子
春
吉

庄
司
宗
吉

菅
田
　
稔

菅
原
律
子

鈴
木
春
子

鈴
木
文
子

清
野
聡
子

関
　
悦
子

瀬
戸
睦
子

高
橋
え
み
子

高
橋
ス
マ
ノ

高
橋
知
杏

滝
上
善
市

田
中
利
子

田
中
倶
子

谷
本
良
裕

田
村
蒸
治

丹
野
典
子

千
葉
家
壽
子

千
葉
友
幸

津
島
洋
子

寺
田
文
子

中
沢
民
雄

中
田
利
幸

中
村
勇
子

成
澤
治
雄

二
階
堂
喜
久
子

西
沢
周
子

長
谷
川
登
美

波
多
野
旬
子

服
部
万
吉

平
山
千
恵
美

藤
崎
英
子

藤
田
ふ
み
え

藤
原
悦
子

船
山
あ
き
こ

星
　
　
明

細
川
悦
子

前
田
秀
夫

町
田
猶
子

松
田
瞭
子

松
山
敬
子

三
浦
多
か
子

宮
入
健
二
郎

村
尾
明
美

村
上
一
枝

村
田
　
稔

村
手
美
保

門
奈
雅
子

門
馬
　
旭

柳
村
光
寛

山
内
峯
子

山
岸
文
子

山
本
智
志

山
本
敏
行

山
本
憲
子

横
尾
久
美
子

吉
岡
敏
郎

吉
田
嬉
子

渡
辺
不
二
夫

渡
辺
美
代
子

渡
部
眞
由
美

●
あ
と
が
き
部
分

　
大
森
憲
一

　
佐
藤
哲
造

　
清
野
は
つ
ゑ

　
中
鉢
紀
雄

（
敬
称
略
）

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
本

に
な
っ
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
は
、
累
計
55
万
部
を

突
破
し
ま
し
た
。
好
評

の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

新
刊
が
続
々
。
入
選
を

目
指
し
て
、
ご
投
稿
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（7）

家
の
墓
　歩
い
て
２
分
で
　帰
れ
る
ぞ 

南
石
切
町 

東
海
林
芳
男
68

金
計
算
　最
後
の
計
算
　俺
じ
ゃ
な
い 

五
十
人
町 

大
森
憲
一
70

茶
ば
し
ら
を
　い
っ
気
に
飲
ん
で
　運
を
待
つ
　 

遠
見
塚
　 

白
鳥
三
代
子
70

川
柳
本
　バ
ス
で
一
気
読
み
　吹
き
出
し
た 

遠
見
塚 

相
澤
寿
美
恵
71

お
し
ゃ
れ
し
て
　帰
宅
後
発
見
　値
札
付
き 

南
小
泉 

文
屋
文
江
71

子
供
ら
に
　墓
守
さ
せ
る
　墓
も
な
し
　　 

荒
井
東 

遠
藤
洋
子
73

ビ
ル
無
限
　清
掃
必
須
　ジ
ィ
　バ
ァ
へ
　 

河
原
町 

木
村
尚
美
73

出
来
る
こ
と
　自
分
で
や
る
よ
　今
の
親
　 

上
飯
田 

鈴
木
ひ
ろ
子
73

無む

え

ん

ば

か

縁
墓
　果
て
は
我
が
身
と
　花
手
向
け
　　　 

若
　　林 

菅
野
春
雄
74

親
ガ
チ
ャ
は
　親
も
同
じ
と
　独
り
言
　　　 

若
　　林 

菅
野
春
雄
74

買
い
求
め
　エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
　ま
だ
白
紙
　 

河
原
町 

大
橋
咲
子
76

夫
と
の
　意
見
不
一
致
　学
び
合
い
　　 

若
　　林 

井
上
正
子
76

遺
産
分
け
　ペ
ッ
ト
も
入
れ
ろ
と
　親
遺
言
　 

沖
　　野 

秋
葉
秀
雄
77

親
四
人
　個
人
墓
に
し
て
と
　無
理
を
言
い
　 

沖
　　野 

秋
葉
秀
雄
77

今
年
又
　秋
が
来
た
な
と
　歳
数
え
　 

荒
井
南 

桜
井
賢
市
79

娘
等
へ
　遺
言
云
へ
　熟
眠
し
　 

河
原
町 

大
橋
庸
晃
79

子
の
会
話
　早
口
す
ぎ
て
　意
味
不
明 
若
　　林 

三
浦
多
か
子
80

入
れ
歯
な
し
　た
く
あ
ん
か
じ
り
　母
に
感
謝 
沖
　　野 

大
和
田
久
美
80

リ
ハ
ビ
リ
に
　明
日
は
来
る
と
　励
ま
さ
れ 

上
飯
田 

千
葉
き
よ
子
80

シ
ル
バ
ー
カ
ー
　押
し
て
介
護
を
　遠
ざ
け
る 

上
飯
田 
千
葉
き
よ
子
80

衣
替
え
　終
活
兼
ね
て
　捨
て
て
ゆ
く
　 

荒
　　井 
清
野
聡
子
81

推
し
ラ
イ
ブ
　ゲ
ー
ト
く
ぐ
っ
た
　眩
し
さ
よ
　 

荒
　　井 

清
野
聡
子
81

舵
取
り
を
　う
ま
く
や
っ
た
り
　や
ら
れ
た
り
　 

荒
　　井 

小
野
さ
つ
き
81

フ
ラ
フ
ー
プ
　孫
に
張
り
合
い
　腰
痛
に 

文
化
町 

佐
藤
洋
子
81

パ
ソ
コ
ン
も
　携
帯
も
な
い
オ
レ
　蚊か

や帳
の
外 

上
飯
田 

小
野
寺
宏
83

店
内
を
　カ
ー
ト
で
ぐ
る
り
　歩
を
か
せ
ぎ 

若
　　林 

佐
藤
紀
子
84

朝
の
お
茶
　二
倍
美
味
し
い
　ホ
ー
ム
ラ
ン
　　　 

若
　　林 

柏
崎
英
子
84

年
毎
に
　亡
夫
に
似
て
来
る
　孫
愛
し
　　　 

若
　　林 

柏
崎
英
子
84

誕
生
日
　孫
が
く
れ
た
よ
　極
上
茶 

霞
　　目 

阿
部
サ
ダ
子
84

七
五
三
　ソ
ワ
ソ
ワ
す
る
の
は
　爺
と
婆
　 

文
化
町 

佐
藤
哲
造
85

手
を
合
わ
せ
　お
や
つ
掠か

す

め
る
　三
代
目
　　 

沖
　　野 

矢
口
敬
治
86

近
づ
い
た
　子
の
世
話
受
け
る
　卒
寿
道
　　 

沖
　　野 

矢
口
敬
治
86

写
真
見
て
　教
え
子
達
に
　追
い
つ
か
れ
　 

六
丁
の
目 

久
光
哲
朗
86

第
一
に
　子
供
子
供
が
　今
こ
れ
か 

荒
井
南 

渡
辺
勝
江
86

親
と
子
の
　型
は
平
和
時
　見
え
に
く
い
　 

沖
　　　野 

林
　　忠
夫
87

子
ど
も
達
　ト
リ
セ
ツ
読
ん
で
　教
え
魔
に
　 

沖
　　　野 

林
　　忠
夫
87

焼
い
も
で
　昼
食
す
ま
す
　一
人
き
り
　 

文
化
町 

齋
藤
ユ
リ
子
87

孫
、
孫
と
　孫
に
甘
え
る
　ジ
ジ
と
バ
バ
　 

荒
井
東 

庄
司
宗
吉
88

さ
り
げ
な
く
　鮎
の
硬
骨
　抜
き
妻
に
　　　 

南
小
泉 

山
岡
京
子
90

こ
の
年
に
　新
米
届
く
　感
謝
の
身
　 

文
化
町 

高
橋
知
杏
95

　
泉
　　　　区
　　　　　　　　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　言
葉
を
吟
味
し
、
作
品
に
キ
レ
味
を

子
の
笑
顔
　何
歳
な
っ
て
も
　嬉
し
い
ね
　　 

桂 

清
川
悦
嗣
62

子
が
巣
立
ち
　机
に
座
り
　趣
味
三
昧
　　 

上
谷
刈 

石
毛
恵
美
子
65

ど
田
舎
の
　墓
守
り
頼
む
　と
は
言
え
ず
　 

北
中
山 

今
野
弥
生
68

親
ガ
チ
ャ
が
　失
敗
な
ん
て
　言
わ
せ
な
い
　 

北
中
山 

今
野
弥
生
68

子
の
方
が
　何
時
の
間
に
や
ら
　木
の
上
に
　 

長
命
ヶ
丘 

阿
部
律
子
72

美
田
な
し
　タ
フ
な
生
き
方
　伝
え
る
よ 

明
石
南 

佐
藤
昭
子
72

父
の
日
に
　介
護
パ
ン
ツ
を
　贈
ら
れ
た
　 

南
中
山 

澤
田
石
廣
道
72

手
を
抜
い
た
　次
男
が
何
故
か
　よ
く
育
ち
　 

南
中
山 

澤
田
石
廣
道
72

想
定
外
　残
高
少
な
く
　大
シ
ョ
ッ
ク
　　 

向
陽
台 

髙
橋
え
み
子
73

歯
の
み
な
ら
ず
　股
関
節
ま
で
　イ
ン
プ
ラ
ン
ト 

向
陽
台 

髙
橋
え
み
子
73

操
作
聞
き
　よ
う
や
く
動
く
　電
子
機
器 

八
乙
女
中
央 

粕
谷
泰
功
73

家
売
っ
て
　小
金
と
共
に
　新
天
地
　　 

南
中
山 

目
黒
い
つ
子
74

離
婚
し
て
　ス
ッ
キ
リ
し
た
の
に
　老
け
ま
し
た
　 

南
中
山 

目
黒
い
つ
子
74

家
土
地
以
外
　だ
い
じ
な
心
　子
に
残
す 

南
中
山 

滝
本
善
子
75

赤
子
に
戻
る
　親
の
世
話
こ
そ
　子
の
務
め 

南
中
山 

滝
本
善
子
75

こ
の
母
屋
　子
に
託
せ
た
ら
と
　願
う
日
々
　　　 

南
光
台
東 

星
　　健
輔
77

連
絡
な
し
は
　元
気
な
証
拠
　で
も
寂
し
　　 

七
北
田 

阿
部
昌
道
77

カ
タ
カ
ナ
語
　ス
マ
ホ
使
っ
て
　ク
リ
ア
す
る
　 

長
命
ヶ
丘 

二
階
堂
喜
久
子
78

認
知
症
　チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
　安
心
し
　 

長
命
ヶ
丘 

二
階
堂
喜
久
子
78

息
子
よ
　我
は
風
と
共
に
去
り
ぬ
　 

将
　　監 

菱
沼
俊
行
78

彼
岸
花
　導
か
れ
る
よ
う
に
　散
歩
す
る 

将
　　監 

菱
沼
俊
行
78

に
ぎ
や
か
な
　共
同
墓
地
が
　我
に
合
い 

泉
ヶ
丘 

小
林
　　功
80

墓
披
露
　そ
れ
が
ど
う
し
た
　息
子
の
目 

友
愛
町 

浅
利
桂
子
80

爺
今
日
も
　デ
イ
で
頑
張
り
　め
ん
こ
い
ね
　 

黒
　　松 

及
川
光
子
80

ハ
イ
ハ
イ（
81
　81
）と
　老
い
て
は
孫
に
　従
い
つ 

将
　　監 

三
枝
正
彦
81

期
待
し
た
　跡
取
り
息
子
　嫁
方
に 

将
　　監 

三
枝
正
彦
81

株
贈
与
　利
益
を
元
に
　介
護
を
ね 

松
　　陵 

髙
橋
勝
見
81

墓
守
は
　意
見
尊
重
　阿
弥
陀
く
じ
　 

将
　　監 

庄
子
春
吉
81

孫
た
ち
よ
　祖
父
の
教
え
よ
　こ
っ
ち
向
い
て
　 

北
中
山 

小
野
邦
子
81

介
護
ま
で
　近
く
の
他
人
　子
は
遠
く
　 

北
中
山 

小
野
邦
子
81

無
我
夢
中
　子
、
庭
造
り
は
　無
計
画
　 

長
命
ヶ
丘 

阿
部
　　弘
82

介
護
な
ど
　せ
ず
と
も
好
い
ぞ
　ど
う
せ
死
ぬ
　 

友
愛
町 

田
村
蒸
治
83

子
ら
の
た
め
　世
界
の
平
和
　つ
づ
く
よ
う
　 

桂 

熊
谷
美
代
子
83

二
人
分
　親お

や

こ娘
揃
っ
て
　墓
地
下
見 

歩
坂
町 

今
野
美
智
子
83

連
絡
は
　孫
を
通
じ
て
　や
っ
と
来
る 

加
　　茂 

佐
藤
ツ
ネ
子
84

も
う
無
理
か
？
　息
子
と
同
居
　夢
な
の
か 

加
　　茂 

佐
藤
ツ
ネ
子
84

墓
完
成
　い
ず
れ
墓
守
り
に
　孫
キ
ョ
ト
ン 

友
愛
町 

浅
利
勝
志
84

相
続
で
　も
め
る
心
配
　み
な
使
う
！ 

友
愛
町 

浅
利
勝
志
84

あ
れ
処
分
　こ
れ
も
処
分
よ
　夫
の
留
守
　 

将
　　監 

佐
藤
紀
子
84

灯
油
代
　こ
の
冬
な
ん
ぼ
　か
か
っ
か
な
　　 

将
　　監 

植
野
榮
子
85

ひ
孫
抱
き
　や
し
ゃ
ご
も
抱
き
た
い
　元
気
婆
　　 

将
　　監 

植
野
榮
子
85

病
得
て
　頼
り
に
な
る
の
は
　夫
と
杖 

黒
　　松 

津
島
洋
子
85

来
た
孫
が
　せ
び
ら
な
く
な
り
　物
足
り
ず
　 

南
光
台 

山
口
俊
彦
86

楽
し
み
は
　ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
　ミ
ニ
会
話
　 

将
　　監 

大
場
　　敬
86

介
護
バ
ス
　園
バ
ス
も
来
る
　三
世
代
　 

将
　　監 

大
場
　　敬
86

悪
い
子
は
　育
て
た
親
が
　わ
る
い
の
よ 

南
光
台 

菅
井
栄
子
87

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
　最
後
の
晩
餐
　パ
ラ
ダ
イ
ス 

虹
の
丘 

渡
邊
美
奈
子
87

ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
　婆
の
オ
シ
ャ
レ
も
　ひ
と
つ
増
え 

虹
の
丘 

渡
邊
美
奈
子
87

米
寿
で
す
　着
せ
て
も
ら
っ
た
　ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
　 友
愛
町 

鈴
木
洋
子
88

退
職
後
　見
知
ら
ぬ
世
界
　毎
日
が
　　 

旭
丘
堤 

熱
海
三
枝
子
89

年
金
か
ら
　子
や
孫
に
贈
る
　遊
興
費 

南
光
台
東 

高
橋
克
郎
90

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　入
れ
歯
忘
れ
て
　す
ぐ
届
く 

虹
の
丘 

塚
本
洋
子
91

母
形
見
　帯
が
バ
ッ
ク
に
　蘇
り 

虹
の
丘 

塚
本
洋
子
91

顔
を
剃
る
　肌
ほ
め
ら
れ
て
　鏡
見
る
　 

泉
中
央 

斉
藤
恵
美
子
97

　
宮
城
県（
仙
台
市
を
除
く
）　　　
川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　時
間
を
置
い
て
修
正
・
意
見
を
聞
く

注
文
で
　食
い
気
が
失
せ
る
　タ
ブ
レ
ッ
ト 

多
賀
城
市 

伊
藤
由
美
子
65

い
も
焼
い
た
　落
ち
葉
集
め
て
　懐
か
し
い
　　　 
ひ
ま
わ
り
デ
イ 

佐
藤
清
一
66

天
国
に
　着
け
た
か
ど
う
か
　ラ
イ
ン
す
る 
塩
釜
市 

佐
藤
勝
美
67

急
死
時
は
　携
帯
電
話
　処
分
し
ろ 

塩
釜
市 

佐
藤
勝
美
67

新
札
が
　紛
れ
込
ん
で
て
　紛
ら
わ
し 

塩
釜
市 

高
橋
永
喜
69

新
幹
線
　と
な
り
の
爺
さ
ん
　と
き
め
き
ゼ
ロ 

大
崎
市 
阿
部
澄
江
70

今
や
子
も
　遠
き
に
あ
り
て
　思
う
も
の 

大
崎
市 

堀
越
由
紀
子
70

年
金
に
　「
子
育
て
付
加
」が
　あ
れ
ば
い
い 

大
崎
市 

堀
越
由
紀
子
70

グ
ー
グ
ル
を
　〝
ず
ん
ぐ
る
〟
と
云
う
　父
介
護
　 富
谷
市 

松
元
ゆ
り
子
71

ま
だ
残
る
　住
宅
ロ
ー
ン
　お
願
い
ね
　 

富
谷
市 

松
元
ゆ
り
子
71

核
家
族
　田
畑
相
続
　持
て
余
す 

白
石
市 

星
　　　　明
75

介
護
賞
　あ
る
な
ら
妻
に
　金
メ
ダ
ル
　 

ツ
ク
イ
多
賀
城 

佐
藤
俊
男
75

介
護
さ
れ
　手
の
ぬ
く
も
り
が
　忘
れ
ら
れ
ぬ
　 

ツ
ク
イ
多
賀
城 

佐
藤
俊
男
75

声
枯
れ
た
　夫
の
耳
が
　遠
い
せ
い
　 

大
衡
村 

瀬
戸
睦
子
76

子
こ

供
は
歓
声
　老
い
は
溜
め
息
　浴
び
て
生
き 

大
衡
村 

瀬
戸
睦
子
76

コ
ン
サ
ー
ト
　帰
り
車
ど
こ
　慌
て
て
る
　 

岩
沼
市 

及
川
た
い
子
77

フ
レ
イ
ル
に
　な
ら
な
い
た
め
に
　早
口
を
　 

岩
沼
市 

及
川
た
い
子
77

孫
と
子
に
　や
さ
し
く
さ
れ
て
　目
が
ジ
ュ
ー
シ
ー
　 

富
谷
市 

菅
原
育
子
77

闇
バ
イ
ト
　つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
の
　罪
深
さ
　　 

富
谷
市 

鈴
木
宏
子
77

「
見
守
り
」と
　毎
週
食
事
に
　来
る
息
子 

村
田
町 

小
関
美
枝
子
79

子
供
部
屋
　結
婚
し
て
も
　我
が
物
顔 

村
田
町 

小
関
美
枝
子
79

伝
え
た
い
　世
代
格
差
で
　ノ
ー
サ
ン
キ
ュ
ー 

大
河
原
町 

鈴
木
昌
子
80

余
っ
て
る
　時
間
あ
げ
る
よ
　チ
ャ
ー
ジ
し
て 

富
谷
市 

大
日
向
佑
子
82

子
の
棄
て
た
　シ
ャ
ツ
着
て
ジ
イ
は
　若
返
り 

村
田
町 

小
関
　　恭
84

ス
マ
ホ
持
つ
　手
指
の
器
用
さ
　見
惚
れ
る
わ 

村
田
町 

小
関
　　恭
84

い
つ
ま
で
も
　枯
れ
ぬ
造
花
に
　あ
や
か
り
た
い
　 

名
取
市 

坂
部
宏
子
84

弱
き
子
よ
　先
に
逝
く
な
と
　祈
る
日
々
　 

名
取
市 

坂
部
宏
子
84

青
空
に
　一
筆
入
れ
て
　雲
描
く
　　　　　　 

ひ
ま
わ
り
デ
イ 

安
部
里
子
84

ま
だ
ま
だ
と
　思
う
も
身
体
　そ
ろ
そ
ろ
と
　　　　 ひ
ま
わ
り
デ
イ 

梅
田
真
繁
87

要
介
護
　施
設
送
り
で
　じ
じ
自
炊 

富
谷
市 

髙
橋
義
雄
87

親
扶
養
の
　義
務
さ
え
今
じ
ゃ
　過
去
の
事 

富
谷
市 

門
馬
　　旭
91

お
む
つ
手
に
　か
け
っ
こ
し
て
る
　ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
　　 ひ
ま
わ
り
デ
イ 

佐
々
木
と
み
子
95

散
骨
で
も
　　墓
じ
ま
い
で
も
　　ご
自
由
に 

多
賀
城
市 

船
山
あ
き
こ
97

健
康
で
　白
寿
目
の
前
　感
謝
で
す 

多
賀
城
市 

船
山
あ
き
こ
97

　
日
本
全
国（
宮
城
県
を
除
く
）　　川
柳
ア
ド
バ
イ
ス
　　作
品
に
課
題
の
言
葉
を
入
れ
な
い
工
夫
を

ハ
イ
リ
ス
ク
　ロ
ー
リ
タ
ー
ン
が
　子
宝
よ
　 

東
京
都 

古
宮
孝
一
65

入
歯
ぬ
け
　責
め
る
気
な
く
す
　お
ち
ゃ
め
顔
　 

広
島
県
福
山
市 

南
田
順
子
67

命
っ
て
　借
り
て
使
っ
て
　返
す
も
の
　　　 

茨
城
県
古
河
市 

櫻
井
康
雄
70

子
と
登
る
　爺
捨
て
山
か
　手
を
引
か
れ 

長
崎
市 

中
田
利
幸
72

解
体
の
　金
か
か
り
過
ぎ
　廃
屋
に 

つ
く
ば
み
ら
い
市 

桜
井
て
い
子
73

く
ち
び
る
を
　美
女
が
触
れ
ま
す
　歯
の
検
査 

千
葉
県
印
西
市 

山
田
　　明
74

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
　か
け
て
過
去
と
は
　お
さ
ら
ば
だ 

千
葉
県
印
西
市 

山
田
　　明
74

朝
一
の
　爺
の
あ
い
さ
つ
　「
コ
ン
ニ
チ
婆バ

ァ
」　　 

北
九
州
市 

川
添
雅
子
75

炎
天
下
　焦
が
す
頭
皮
の
　カ
ッ
パ
焼
き
　 

北
九
州
市 

川
添
賢
次
76

盆
踊
り
　ふ
れ
あ
い
求
め
　人
集
う
　　 

東
京
都 

藤
田
　　孝
78

出
来
そ
う
だ
　診
察
券
で
　ト
ラ
ン
プ
が
　 

沖
縄
県 

清
水
定
芳
79

相
続
を
　受
け
て
身
に
沁
む
　親
の
愛 

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト 

狩
野
や
す
子
84

タ
ブ
レ
ッ
ト
　私
自
慢
の
　知
恵
袋 

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト 

狩
野
や
す
子
84

心
配
だ
　ラ
ジ
オ
体
操
　尿
の
漏
れ
　　　 

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト 

狩
野
牧
男
84

胸
強
打
　我
が
家
は
ど
こ
も
　段
差
な
し
　　　 

カ
ナ
ダ 

ト
ロ
ン
ト 

狩
野
牧
男
84

満
月
に
　心
打
た
れ
て
　怒
り
消
ゆ
　 

大
阪
府
茨
木
市 

大
須
賀
博
91

スポンサーの皆様、広告のご掲載、ありがとうございました。
読者の皆様、ぜひ広告欄もご活用くださいませ。

シルバーネットの発行に伴う経費は、広告掲載料と寄付金で賄っております。

次の方々からご寄付をいただきました。ありがとうございます。
いちえの会様、阪本昭憲様、飛田秀雄様
石山寅次郎様、高橋知杏様、國井頼子様

髙橋スマノ様、Ｙ・Ｈ様
振込先：ゆうちょ銀行 02200-1-41603 みやぎシルバーネット

《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》

▼
ス
マ
ホ
の
特
集
、
い
か
が
で
し
た
か
…
。

便
利
な
も
の
で
す
け
ど
、
そ
れ
だ
け
に
注
意

も
必
要
で
す
。
５
面
の
千
葉
さ
ん
の
お
手
紙
、

８
面
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
記
事
も
ご
参

考
に
。
２
面
に
あ
る
女
性
の
コ
メ
ン
ト
、「
必

要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
が
、
ス
マ
ホ
を
覚
え
る

に
は
一
番
」、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

▼
共
同
通
信
社
に
シ
ル
バ
ー
川
柳
の
こ
と
を

取
材
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
地
方
紙（
15
紙

ほ
ど
）に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
益
々
、

シ
ル
バ
ー
川
柳
は
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
川
柳
欄
に
、
過
去

の
投
稿
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
投
稿
を
休
ま
れ
た
り
、
作
品

が
次
点
に
な
っ
た
時
に
、
以
前
ス
ペ
ー
ス
の

都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
秀
作
を
代
わ
り

に
載
せ
る
と
い
う
も
の
。
人
に
よ
っ
て
は
、

そ
う
し
た
ス
ト
ッ
ク
が
多
数
あ
る
方
も
い
ま

す
。
▼
絵
手
紙
の
投
稿
は
、
宮
城
県
内
の
方

の
み
と
い
た
し
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
、

地
元
優
先
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ

し
、
長
年
ご
投
稿
い
た
だ
い
て
い
る
川
添
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を

お
送
り
く
だ
さ
い
！
▼
ハ
ガ
キ
が
値
上
げ
さ

れ
ま
し
た
が
、
気
付
か
ず
に
投
函
し
て
戻
っ

て
き
た
と
い
う
方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
85
円
で
す
の
で
、お
気
を
付
け
て
〜
。

紙面をご自宅に郵送するサービスです。
設置場所が近くにない、お身体の都合など
で紙面を取りに行けない方などが利用され
ています。料金は 1 年間で１８００円です。
お申込み先／シルバーネット ☎２７４-１００４

シルバーネットのシルバーネットの

郵送サービス郵送サービス



令和 6年 11 月号[仙台圏で月末に発行]

防犯・詐欺・悪質商法等に

関する相談もお気軽に！

県警県警のの相談専用電話相談専用電話

☎（266）9110
　♯9110（プッシュホン回線の場合）

取材協力：宮城県警生活安全企画課

件　数

前年比

被害金額

前年比

2 6 2

約８億6,997

＋ 2 1

＋４億　840

件

万円

件

万円

県内の特殊詐欺件数
 令和6年9月末

　県内のお宅の固定電話機に、ガソリンスタンドの

従業員を装う犯人から、

「あなた名義のカードを使って、給油しようとした人

がいました」「カードをなくしていませんか」などと、

連絡があり、その後、警察官

を装う犯人から「不正な引き出

しがないか確認してください」

「キャッシュカードを交換しな

ければなりません」などと、不

安をあおり、キャッシュカー

ドをだまし取ろうする特殊詐欺の予兆電話が発生し

ています。

　過去には、著名な百貨店の従業員を装う犯人から、

「キャッシュカードが悪用されている」などと同じよ

うな手口の予兆電話が発生していました。

ガソリンスタンド従業員を装う詐欺電話発生
相
談
者
　
先
日
、
独
身
だ
っ
た
叔

父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
兄
弟
も

全
員
他
界
し
て
い
ま
す
の
で
、
私

を
含
め
兄
弟
の
子
供
た
ち
６
人
が

法
定
相
続
人
で
す
。
叔
父
の
財
産

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
自
宅
と
銀
行

預
金
が
有
り
合
計
し
て
も
基
礎
控

除
額
以
下
で
し
た
。
相
続
税
の
申

告
は
不
要
で
名
義
変
更
を
行
う
だ

け
で
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？ 

佐
藤
　
叔
父
様
の
財
産
を
調
べ
る

こ
と
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
伺
い
し
た
遺
産
の
総
額
が
間

違
っ
て
い
な
け
れ
ば
相
続
税
申
告

は
不
要
と
な
り
ま
す
が
、
今
の
状

況
で
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
不
動
産
は
名
寄
帳
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

相
談
者
　
い
い
え
、
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
で
確
認
し
ま
し
た
。

名
寄
帳
と
は
何
で
す
か
？

佐
藤
　 

特
定
の
人
が
持
っ
て
い
る

不
動
産
を
一
覧
で
確
認
で
き
る
書

類
で
す
。
市
町
村
ご
と
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
共
有
し
て
い
る
土

地
・
建
物
や
私
道
、
山
林
な
ど
で

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
は
記

載
が
さ
れ
て
い
な
い
非
課
税
の
不

動
産
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
談
者
　
そ
う
な
の
で
す
ね
。

佐
藤
　
銀
行
に
は
全
支
店
照
会
を

さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

相
談
者
　
い
い
え
、
見
つ
か
っ
た

通
帳
の
残
高
だ
け
で
し
か
確
認
を

し
て
い
ま
せ
ん
。

佐
藤
　
叔
父
様
は
同
じ
銀
行
に
他

に
も
口
座
を
お
持
ち
だ
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全
支
店
照

会
を
し
て
す
べ
て
の
口
座
に
つ
い
て

開
示
請
求
を
行
っ
た
り
、
お
住
ま
い

だ
っ
た
場
所
の
近
く
に
あ
る
金
融
機

関
に
照
会
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
口
座
の
入
出
金
履
歴
を

確
認
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
財
産
が

判
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

みらいえ
相続サロン

通信
第52回

（
日
本
み
ら
い
税
理
士
法
人
）

相
続
専
門
税
理
士
　　
佐
藤
智
春

交
流
が
少
な
か
っ
た
方
の
財
産
を
調
べ
る
に
は
？

み
ら
い
え
相
続 

三
越
サ
ロ
ン

相
続
発
生
し
て
い
る
方 

60
分
相
談
無
料

　０
１
２
０
（
９
５
７
）
３
３
９

相
続
専
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

相
談
者
　
私
が
把
握
し
て
い
る
の

は
財
産
の
一
部
分
だ
け
の
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
？ 

佐
藤
　
特
に
亡
く
な
っ
た
方
と
一

緒
に
生
活
を
し
て
い
な
か
っ
た
場

合
に
は
財
産
漏
れ
が
生
じ
な
い
よ

う
に
し
っ
か
り
調
査
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

相
談
者
　
自
分
で
調
査
を
行
う
の

は
難
し
い
と
思
う
の
で
お
任
せ
し

た
ほ
う
が
良
い
で
す
ね
。

佐
藤
　
は
い
、
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
お
手
続

き
に
つ
き
ま
し
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
者
　
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　電話でお金やキャッシュカードの話が出たら詐欺を疑いましょう。

　　　　　　　　　　～被害に遭わないための対策～

　　　　○　身に覚えのない電話は一旦切り、家族や警察に相談
　　　　○　固定電話対策をして、犯人と直接話をしない環境を整える

●
デ
ジ
タ
ル
遺
品
※
に
つ
い
て
、

遺
族
か
ら
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
が

わ
か
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
取
引
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
内
の
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の
利
用
状
況
が
把

握
で
き
な
い
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
終
活
の
一
環
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ロ
ッ

ク
解
除
方
法
、
退
会
が
必
要
な
サ
イ
ト
と
そ
の
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ネ
ッ
ト
関
連
の
金
融
資
産
な
ど
に

つ
い
て
ノ
ー
ト
な
ど
に
書
き
、
家
族
な
ど
に
伝
え
る

方
法
を
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
遺
族
の
方
は
、
ま
ず

契
約
先
に
手
続
き
に
つ

い
て
、
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
お
困
り
の
際
は
、

仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
通

し
て
し
か
実
態
が
つ
か

め
な
い
遺
品
の
こ
と
。

ア
ド
バ
イ
ス

【
事
例
１
】
先
日
父
が

亡
く
な
り
、
契
約
し

て
い
た
通
販
サ
イ
ト

の
有
料
会
員
を
解
約
し
た
い
が
、

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
が
わ
か
ら
な

い
た
め
、
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
で

き
ず
、
手
続
き
で
き
な
い
。

　
契
約
当
事
者 

80
歳
代
　
男
性
　  

　
　
相
談
者
　
　 

50
歳
代
　
男
性
　 

【
事
例
２
】
亡
く
な
っ
た
妻
が
利
用

し
て
い
た
決
済
ア
プ
リ
の
残
高
が

残
っ
て
い
る
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ロ
ッ
ク
が
解
除
で
き
ず
、
詳

細
が
確
認
で
き
な
い
。

　
　
契
約
当
事
者 

70
歳
代
　
女
性
　

　
　
相
談
者
　 

　
70
歳
代
　
男
性
　
） ）

） ）
☎（268）7867

所 在 地／ 141ビル（三越定禅寺通り館）５Ｆ

な や む な

い や や

ＦＡＸ （268）8309

一人で悩まず、早めに相談を…

（または、局番なし「１８８」）

仙台市消費生活センター

相
談
事
例

相
談
事
例

亡
く
な
っ
た
家
族
の

　
デ
ジ
タ
ル
遺
品
に
つ
い
て


